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　2020年に東京でのオリンピック開催が決定したことを受けて、多方面で新たな動きが見受けら

れるようになりました。

　例えば、国土交通省や海外旅行者が多く訪れる自治体では、道路案内標識の英語表記化が着手

されたり、今後予想される建設ラッシュに対応するために、総務省では建設業界へ海外からの労

働者受け入れ拡大に向けた緩和策が検討され始めたり、また文部科学省では、グローバル化に対

応した英語教育改革実施計画が発表され、児童生徒の英語による日本文化の発信、国際交流・ボ

ランティア活動等の取り組みを強化することや、日本人としてのアイデンティティに関する教育

の充実（伝統文化・歴史の重視等）を図るとしています。

　そんな中、「グローバル人材」ということばをよく耳にするようになりましたが、皆さんのイ

メージにある「グローバル人材」とは、どんな人物像をイメージされますでしょうか。

　確かに国際競争力を高めていくためには、語学、とりわけ英語力を強化することが必要である

ことは間違いないことだと思われます。しかしながら、言葉としての英語を習得するにとどまら

ず、世界の多様な文化や価値観を理解しながら、さらには自らのことを客観的にみる力、そして

自分たちとは異なる多様なものの見方や考え方を受け入れられる力も同時に備えていく必要があ

ると指摘する専門家もおられます。

　そこで今年度の国際教育ワークショップでは、地球市民を育てるための全人的教育を目指しつ

つ、テーマ別英語学習を推進されている実践者を講師にお迎えし、これからの時代に望まれる国

際理解教育の観点からの英語教育をご提案いただきました。

　次世代の若者たちが、世界の多様な人々とともに協力しながら、同じ目的・目標に向かって活

動したり、研究したり、問題解決のための行動を起こしていけるような人材として育つような教

育が今後望まれるのではないでしょうか。

　今年度の国際教育に関する事業の報告をまとめました。みなさまの今後の国際教育の実践の一

助となれば幸いです。
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「英語教育で国際理解・開発教育をもっと身近に

～子どもの好奇心と行動力を引き出す

テーマ別英語学習の提案～」



町田　淳子さん

英語教育で国際理解・開発教育をもっと身近に
～子どもの好奇心と行動力を引き出すテーマ別英語学習の提案～

地球市民を地域とともに育てようpart12
（公財）滋賀県国際協会　平成25（2013）年度　国際教育ワークショップ
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■講師の紹介

ま ち だ じゅんこ

　民間団体 GITC（Globe International Teachers Circle）の研究スタッフとして
1993 年から団体が解散する 2004 年まで、様々なレベルに対応する独自の国際理解
教育を目指したテーマ別英語教材を研究・開発し、自宅教室や各地の小学校の総合的
学習の中で実践してきた。GITC 解散後 BeLL works （for Better Language 
Learning and to Be Lifelong Learners）を主宰しその活動を引き継いでいる。
2006 年 6 月、小学校テーマ別英語教育研究会・ESTEEM（Elementary School 
Thematic English Education Movement）を立ち上げ、様々な立場から、英語教育
に関わる人 と々ともに月例の学習会を重ねている。

午前の部　テーマ別英語学習とは

■導入

　みなさん、おはようございます。私は神奈川県から来ました。母が京都出身なのですが、滋賀県に
降り立ったのは初めてで、とても興奮しています。お声をかけてくださったJICAのみなさん、滋賀県
国際協会のみなさんにお礼申し上げます。ありがとうございます。
　私は、英語教育は国際理解と開発教育を促進し高めていく上で大変相乗効果があると思っていま
す。今日のワークショップで、それを感じていただきたいと思います。
　「子どもの好奇心と行動力を引き出すテーマ別英語学習」を提案していきますが、「好奇心」と
「行動力」という言葉は、国際理解・開発教育のキーワードでもあると思います。さて今、小学校の
外国語学習の目標は「コミュニケーション能力を育む／異文化への気付き」ということに絞られてい
ます。公教育において外国語を学ぶということはそれだけが目的ではないはずで、そこを変えていき
たいという思いがあります。今日は、皆さんのお考えも聞きながら、より良い方向を探していけたら
いいなと思っています。

テーマ別英語教育研究会(ESTEEM)代表　
BeLL works　主宰　新英語教育研究会

日時：2014年１月11日（土）
会場：ピアザ淡海　207会議室
参加者数：２８人
主催：滋賀県国際協会　　共催：JICA関西　　協力：国際教育研究会　Glocal net Shiga
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自己紹介タイム

■自己紹介タイム

　好奇心が湧くために絶対必要なものがあります。それは『五感』です。今日の皆さんの自己紹介で
はぜひ五感を意識していただきたいと思います。それぞれに五感で感じた今朝の様子を思い出してみ
てください。そして、それを話題に自己紹介をしてください。

　ありがとうございました。いろいろなお話が出たことと思いますが、五感は本当に大切で、私は子
どもにしっかり五感を使って学んで欲しいと思っています。開発教育や国際理解教育では、外国の子
どものくらしなどに触れることが多いです。そのとき「あの食べ物はどんなにおいかな」とか「あれ
はどんな手触りだろう」と想像しようとする、そんな見方や感じ方、関心を持って学んで欲しいと思
います。また私はいつも、子どもの心に、「生涯に渡って続く学びへの好奇心や豊かな感受性」と、
「世界の人と心を通わせたいという願い」を育てる英語教育が出来たらいいなと思って活動していま
す。

■テーマ別英語学習の理念

（１）何のために小学校で外国語活動（教育）をするのか

　小学校教育の大きな目的は、子どもの人間性を育て、子どもが自信を持って生きていくためのいろ
んな可能性を引き出し、それを伸ばすための条件を整えてあげることだと私は思っています。小学校
で英語教育が実践されるのであれば、その時間もそうした条件を満たさないといけないだろうと思っ
ています。端的に言えば、全人的教育の実現に寄与するため、ということです。

（２）実際にそのような活動になっているだろうか

　では、現実にそういう活動になっているかということを見ていきましょう。実際には「Repeat 
after me.」と言って行わせるようなコミュニケーションスキルを重視した対話や、競争ゲームなどの
活動が非常に多いように思います。実際には、高学年の知的好奇心のレベルに合っていない活動をし
ている場合が多いのです。ここで、先生を責めているわけではありません。先生方がそうせざるをえ
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ないような現状を押し付けている教育行政が問題です。これには根本的な変革が求められますが、
今、目の前の子どもたちのためにどうすればよいのかを考える必要があります。私は、開発教育や国
際理解教育のテーマ別学習によって、こういった問題が解決できるのではないかと考えています。

（３）外国語活動の目標はどうなっているか

　旧学習指導要領では「国際理解教育の一環
として外国語活動を行う」となっていまし
た。ところが新学習指導要領では、総合的学
習とは切り離し、国際理解教育の視点でいえ
ば異文化理解という範囲に留められ、コミュ
ニケーション力を高めるということに焦点が
絞られました。これは、「『英語が使える日
本人』の育成のための戦略構想」のもとに出
てきたねらいです。
　けれども、ユネスコは外国語教育とはこうあるべきだという勧告を出しています。

　

　つまり、地球市民を育てる全人的教育でなくてはならない、ということです。私は外国語活動の時
間も、こうした理念が実現できるような時間にしてほしいと思っています。

（４）全人的な成長のために、どんな授業が求められているか

　では、学習者が全人的に育つためにはどんな授業をしたらよい
と思いますか。それを皆さんと一緒に考えてみたいと思います。
グループに分かれて、思いついたことを書き出してみましょう。

現代外国語教育はそれ自体が目的ではなく、その文化的および人間的側面によって、学
習者の知性と人格を鍛え、よりよい国際理解と市民間の平和で友好的な協力・協働関係
の樹立に貢献すべきである。

グループワーク
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では、どんなアイデアが出たか、お互いに紹介し合いましょう。

＜グループ別発表：全人的な成長ができる授業とは＞

＜１番目の発表＞
・自分が認めてもらえる。認めてもらえるから
　こそ、自分の思いが出せる。
・思いを出すためにみんなで一緒に考えたり、
　自分で考える場面がある。
・子ども自身も、問いを持てる。
・新しい発見や気付きがある。
・話し合いの中で友達と考えが共有できて、相手の発見、人間的なつながりの発見がある。
・印象的な何かがないといけない。
・子どもたちが興味を持てるような提示の仕方の工夫が必要。
・今後の自分の人生に活かすというような、将来の得になるものがある。

＜２番目の発表＞
・参加者とのつながりを感じられる、参加者と共感が出来る。
・驚きがある。
・その場でいきいきできること。
・挑戦したいという気持ちが生まれる。
・外への広がりを感じることが出来る。
・新しい自分というのを発見できる。
・未知の世界が発見できる。
・そこで出会った人たちと、これからもつながりが持てることで、楽しいことを得たなという
　気持ちになる。

＜３番目の発表＞
・友達とともに追究していくこと。
・議論しながら前に進んでいけること。
・違う考えや捉え方がある。知らなかったことがあると
　いうこと。
・体験がある。
・少し自分たちのレベルより高い課題があるとやる気が
　出るのでは。
・知らなかった世界を知れることで、疑問や興味が出てきて、そこから少しでも行動が出てくること。
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＜４番目の発表＞
・やってみたいという気持ちがある。
・やってみたい、もっと知りたいという意欲が持てる。
・自分で課題が見付けられる。
・体験的な活動があり、五感で感じながら出来る。

＜５番目の発表＞
・全員参加で、みんなが発言する機会があり、自分が主
　役だと感じられる。
・出来た、分かった、という達成感を持てる。
・自己肯定、やる気がいいように循環していく。
・先生側の立場としては、自分自身が面白いと思える授
　業でないと、それは伝わらないのではないか。

＜６番目の発表＞
・具体的にこの授業に接して、具体的な目標が見えてい
　ること。
・その目標を達成することで、自分が好きになれる、前
　向きになれる。
・次の授業も一丁がんばろうと思える。
・五感を使っていろんな授業をやる。
・連帯感やグループへの所属感。
・そのようなことが車の両輪のようにうまくかみ合うこと。

＜７番目の発表＞
・子どもたちが主体で、楽しくて好奇心がわき、気付き
　があり、調べたくて達成感を感じることが出来る。
・子どもたちの心の安心感を大切にする。
　共感できたり、お互いが尊重できたり、失敗できる。
　失敗しても大丈夫という安心感がある。
・もう一度やりたいというという気持ちになり、これを
　通して成長していく。
・教師の立場でいくと、そのような子どもたちの育ちを
　支えることが出来る教材を提供できること。
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＜８番目の発表＞
・やっぱり、わくわく、ドキドキ感を大事にしたい。
・学校で学んだことが日常生活で使えるような工夫。
・役立ち感、日常生活、知りたい気持ちを大事にする。

　国際理解教育や開発教育の内容には、このよ
うな学びを届ける要素が非常にたくさんあるの
ではありませんか？ JICAで海外に派遣された方
の体験やJICAが持っている資料は本当によいリ
ソースなので、外国語活動の素材として活用し
ない手はないと思います。
　

（５）そのような豊かな外国語活動を実現するには
　このような豊かな授業を具体的に実現するには、国際理解教育の理念と内容を持ったテーマ性のあ
る授業がとても役に立つことを実践から感じていますので、ぜひ提案したいと思います。では、どの
ようにテーマ性のある授業を作ると、皆さんが出してくださったようなことが実現できるかというこ
とをこれから示していきたいと思います。

◎国際理解教育の定義
　私たちが教材づくりのベースにしている国際理解教育の定義は、1970年代のイギリスのWorld 
Studies（ワールド・スタディーズ）という研究活動の中から生まれた定義にGlobe International 
Teachers Circle(GITC)が、自分自身の成長を高めるという内容を追加したものです。

◎国際理解教育の分野
　国際理解教育には「平和教育」「人権教育」「環境教育」
「異文化間コミュニケーション」「地域・国別研究」の５つ
の分野があります。開発教育では、特に経済優先で開発を進
めてきた結果出て来た様々な格差や環境汚染などの問題を扱
いますが、それは全て国際理解教育の分野と結びついている
ものです。

　多様な文化が存在し、人間も生き物も相互依存の関係で生きる世界で、地球市民とし
ての責任を果たし、同時に自己の可能性を生かして、豊かな人生を送るのに必要な姿
勢、知識、技能を育てる学びであり、教育である。
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◎学びのプロセス
　国際理解教育の学びのプロセスは、
▼社会の現状を知る → 課題の解決を考える → 自分に出来ることを実行するという流れともう一つ、
▼自分を知る → 自分が育つ喜びを見つける(自己尊重感)→ 自己実現を目指す という二つのプロセス
　があると言えます。
　このような学びのプロセスを通して、子どもたちの中に共生の理念を芽生えさせ、行動力を培って
引き出していくのが、国際理解教育です。私たちが作っている国際理解教育のためのテーマ別英語教
育とは、そのプロセスに必然的に使える英語表現を導入して学んでいくというものです。

◎具体的なテーマ
　これまで100近いテーマ別学習を作りました
が、そのうち廃番にしたり統合したものもあるの
で、現在は約70がリストアップされています。

　例えば、「トイレットペーパー」というテーマ学習では、
　This toilet paper is made from 100% virgin pulp, and this toilet paper is made from 100% 
　recycle paper.　（このトイレットペーパーは100％バージンパルプ製、このトイレットペーパー
　は100％再生紙製です）
　Which would you use?　（あなたはどちらを使いますか？）
　という質問をします。必然性がある英語を環境教育の内容で学んでいこうということなんです。そ
うすると、子どもたちはその内容に引きつけられながら、覚えさせられるという意識なしに英語を吸
収していきます。

◎学びのスタイル
　国際理解教育が重視する学びには、①参加体験型　②問題解決型　③協力型学習　④クリティカ
ル・シンキング　⑤子どものマルチ能力を活かす活動　の５つのスタイルがあります。④のクリティ
カル・シンキングとは、多様な視点から物事を見つめ、自ら問いを立てたり分析したりするなどし
て、自分で情報を読み解く力をつけるような、またテーマに関連した先入観や偏見に気付かせるよう
な活動をつくる、ということです。このような豊かな学びを取り入れますから、全人的な成長につな
がることがわかります。

◎まとめ　～テーマ別英語学習の全体像～
　アプローチ（WHY）は、なぜその教育をするかという
ことですが、文科省の場合は、学習指導要領の外国語活
動の目標の達成です。メソッド（WHAT）は、何を素材
に何を教えるかということ。ここでは、Hi, friends!で
す。テクニック（HOW）はどのように実践するか。歌
やゲーム、対話が中心で、これが文科省の英語活動の全
体像です。私たちがGITC以来使っているアプローチは、
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国際理解教育の実現です。メソッドは国際理解教育の視
点を持ったテーマ別英語学習をする。テクニックは、そ
のねらいを達成するために上記の学びのスタイルに沿っ
た様々な活動を入れていくということです。これが、私
が提案したいテーマ別英語学習です。
　では、それは実際にはどのように行うもの？というこ
とで、午後からは、具体的に一つのテーマで、皆さんに
じっくりテーマ別学習を体験していただこうと思います。

午後の部　テーマ別外国語活動　模擬授業体験

■「地雷」についての授業体験

　Welcome you back!　では始めましょう。皆さん、小学６
年生になってください。英語の得意な人は帰国児童になったつ
もりで参加してください。
　今日は皆さんに見せたい写真があります。
　What happened to this boy? 
　(この少年に何が起こったのか？)
　そう、正解は「地雷」です。
　今日は、地雷を踏んでしまったこの男の子のことを、みんな
で一緒に考えてみたいと思います。
　「この写真に何が見えるかな？」「もっと知りたいことはな
い？」この２つの質問について、グループで話し合って書き出
してください。

グループワーク

←写真：佐藤賢二郎氏撮影　毎日新聞より
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　では、１つ目の質問から、グループごとに発表してください。次のグループは、前の発表で出なか
った答えを発表してください。

＜１番目の発表＞
・足がない。
・包帯が汚い。
・痩せている。裸足。
・下が土間。建物は板張りで粗末。
・ベッドはマット、シーツがなく不衛生。

＜２番目の発表＞
・左足がない
・右足も怪我をしている。
・服が体よりも大きく感じる。
・暖かい地域。
・表情がない。
・悲しそうではない。

＜３番目の発表＞
・横にも寝ている人がいる。
・寝ている人と同じような服装をしている。

＜４番目の発表＞
　・黒髪、肌も浅黒い。汚れた服。

＜５番目の発表＞
・窓がない部屋。

見てわかったことの中に簡単な英語で言える言葉があります。
　I see a boy.  And I see a bed.
　I see one more child.　
　というように、６年生が英語で言えるものを、英語で導入していきます。これが中学や高校であれ
ば、もっとたくさん英語を使って表現が出来ます。
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　次に「もっと知りたいことは何ですか？」について話し合った結果を教えてください。

＜１番目の発表＞
・どこの国の子か？
・場所は病院？　
・この子の家族について。
・年齢。
・地雷を踏んだときの状況。
・怪我したのはいつ頃か。
・他にどれくらいの子がこういう目に
　遭っているのか。
・食事や着るもの、生活はどうしているのか。

＜２番目の発表＞
・病院か家か？
・家族の他にヘルプしてくれる人が
　いるのか？
・今何に困っている？ 

＜３番目の発表＞
・貧しい暮らしか。
・学校には行っているのか。
・誰が手当をしてくれましたか。
・今どんな気持ちですか。
・いつ家に帰れるのか。
・他に何人この部屋にいるんですか。
・今して欲しいことは何ですか。
・暑い国ですか。
・誰がこの写真を撮ったのですか。

＜４番目の発表＞
・友達はいるんですか。
・写真を撮られてどう思っているか。
・何を考えているのか。
・奥にいる人は知り合いなんですか。
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＜５番目の発表＞
・これからどうして生きていくのか。
・杖はあるのか。
・座っているところはベッドか。
・地雷は近くにたくさんあるのか。
・世界に地雷が埋まっている国はまだあるのか。
・けがをしたのは遊んでいたときか、
　それとも兵隊だったのか。
・奥にもっと人がいるのか。

＜６番目の発表＞
・どうやって歩いているのか。
・義足はこのあと作ってもらえるのか。
・お腹は今すいていますか。

　このようにして、この子に関心を持ってもらう。いろいろ想像力を働かせるわけです。
　実はこの写真は新聞記事から取りました。そのインタビューの記事からなら、皆さんの質問に答え
ることができます。答えられる質問を紹介しましょう。

＜英語による質問と答え＞
　What is your name?　   　 My name is ヤン　チャイ.（私の名前は、ヤン　チャイです。）
　How old are you?　　　  　I am twelve years old. As old as you.（12歳です。あなたと同じ年です。）
　Where are you from?　　  I'm from Cambodia.（私はカンボジア出身です。）
　What were you doing?　　I was fighting with a gun.（私は銃で戦っていました。）
　このやり取りで大切なのは、子どもに英語で質問ができるよう導入した後、その答えを伝える前
に、子どもたちに答えを想像させる機会をもたせることです。

ではここで、この記事のポイントを読んでみます。
＜記事の要約＞
　ヤン　チャイ君は身長130センチ、華奢な骨格、タイ国境
に接するボスマン市のバナナ畑を偵察中に地雷を踏み、野戦
病院で左足を切断された。
　３歳で母が病死、継母からは虐待を受ける。小学校に通う
ことなく、10歳で家を飛び出し、食べるために入隊。少年
兵は禁じられているはずだが、副司令官はその事実を認めて
いない。
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　もう戦うのは嫌だ。No more fighting. Please stop fighting. というのが、ヤン　チャイ君のメ
ッセージです。

　このあと、地雷廃絶日本キャンペーン（JCBL）か
ら模型を借りてきて、実際に手に取り、見てもらうと
いう活動をします。
←地雷廃絶日本キャンペーンから貸し出してもらった模型

       

　次に「地雷クイズ」を行い、地雷について曖昧だった
知識や思い込みに気付いてもらいます。

＜地雷クイズ＞
　教室の右と左に「YES」「NO」のコーナーを設け、
答えだと思う方に移動して答える活動。分からない場合
は、真ん中に移動する。

（JCBLのHPから転載）

第１問　世界には、約１千万個の地雷が埋まっている。Yes or No？
（答え・解説）No.　約７千万個の地雷が埋まっている。

第２問　これ以上地雷を埋めないとしても、今埋まっている地雷を現在のやり方で全部取り除くに
　　　は、約500年かかる。
（答え）No.　約1000年かかる。

第４問　日本は地雷を持っているでしょうか。
（答え・解説）Yes.　
　対人地雷全面禁止条約に署名して廃棄したが、地雷除去の研究用におよそ１万個を保持している。

第５問　子どもが地雷や不発弾の被害に遭ったときにしていたことで、一番多いのは「畑で働い
　　　ていたとき」である。
（答え・解説）No.　
　一番多いのは、手や足で遊んでいたとき。おもちゃがあまりない国なので、野原におもちゃに
　なりそうなものが落ちていたら、それで遊ぶため。

第３問　アメリカ合衆国は主要な地雷製造国の一つである。
（答え・解説）Yes.　
　同時多発テロの後、米国が「テロとの闘い」を宣言、テロリストの攻撃のためと開戦したが、
　地雷には「サイレント・テロリスト」と呼ばれる別名がある。米国はそれを製造している。
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＜ウェビング～もしみんなの町に地雷があったら＞
　地雷の模型を見て知識を深めたあと、もっと想像を
膨らませもらうため、「地雷がもしみんなの町にあっ
たら、どういうことが起きていくだろう」ということ
を、ウェビングで出していきます。その中で見えてく
るのは恐ろしい悪循環。実際に負の連鎖という言葉も
子どもから出てきました。
 
＜身近なことに置き換える＞
　ほんとうに地雷などを作ることはやめてほしい。では、皆さんの周りで「やめて欲しいことは何
か？」ということを考え書いてもらいます。「いじめをやめて。Stop bullying.」のような、なかな
かふだんの学校の中で言いにくいコメントも、英語だと言えるということがあります。また、身近なこと
ほど記憶に残ります。そのように伝えたいことを通して言葉を覚えられたらいいなと思っています。

■「児童労働」についての授業体験

　次に、希望が持てる学びへシフトして行きます。次の時間に、もう一人の男の子の写真を見せ、背
景を紹介します（実際の授業では、ヤン　チャイ君の時と同じように導入します）。

＜文章の要約＞
　1995年のカナダ。12歳だったクレイグ キールバーガー君は新聞で児童労働に酷使されるパキ
スタンのイクバル君のことを知る。イクバル君は両親に売られて工場で働かされていたが、10歳
のとき人権活動団体の助けで工場から脱出。学校で学び、団体の児童代表としてアジアや欧米諸
国を周り、児童労働反対を訴えるようになった。しかし１２歳のとき何者かに射殺された。クレ
イグ君はこの記事に強いショックを受け、クラスメイトと一緒に「フリー・ザ・チルドレン　子
どもに自由を」というグループを作り、教会や学校で児童労働の過酷な実態を伝えた。このこと
が多くの共感を得て、たくさんの協力者が集まった。クレイグ君は各国の人権活動団体の協力を
得て、世界30か国以上の国々を旅して訴えた。その後「フリー・ザ・チルドレン」は子どもによ
る子どものための国際的ネットワークとして広がり、20か国以上で活動している。クレイグ君は
2003年に来日し、小さなことでもいいから行動してほしいと訴えた。

　実践した際には、クレイグ君の呼びかけに応え、「自
分で始められること、あるいはみんなで始められるこ
と」を書き出してもらいました。地雷で考えた Stop!に
対して、Let’s start! を考える訳です。殺されたイクバ
ル君、地雷の被害にあったヤン　チャイ君、そしてクレ
イグ君が、皆、この授業を受けている６年生の子どもと
同じ12歳です。それで、この学びを「12歳のメッセー
ジ」というタイトルのテーマ学習にして、最後に自分が
できることを発表してもらい、終りにしました。
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■「地雷」についての授業体験～別の視点から

　さきほどの地雷の学びとつながりのあるテー
マを、別の視点から取り上げてみたいと思いま
す。今から配るプリントの写真は、一部が欠け
ています。グループのみなさんで話し合って、
写真から分かる状況について考えを出し合って
ください。そして、最後は各自で、欠けている
部分の絵を描いてください。

　ではここから、この空間を絵で埋めてください。この作業は皆さん個人でやってください。時間は
みなさんの様子を見て決めます。どうぞ。

　

　ではグループの中で、ちょっと回しながらアイデアを見せ合ってみてください。ぜひ、シェアして
ください。

グループワーク

絵を描く（個人作業）
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　それでは、各グループで「これはクラス全体にぜひ聞いて欲しい」というようなユニークな考えが
あれば、紹介していただけますか。

グループでシェア（分ち合い）

グループごとに発表

＜グループ１＞
・写真は女の人。
・赤ちゃんを抱いている。
・お母さんは子どもを見ている。

＜グループ４＞
・仕事をしている。
・休憩をして水を飲んでいる。
・監督が近くにいる。

＜グループ５＞
・義足をはきなおしている。
・まだ兵士で、銃を持っている。

＜グループ６＞
・ボールを持っている。
・物乞いで、箱を持っている。
・赤ちゃんを抱っこしている。

＜グループ３＞
・物乞いをしている。
・片手もない。
・他にも物乞いをしている人が
　その並びにいる。

＜グループ２＞
　少しポジティブな形で、
・何か楽器を吹いている
・絵を描いている
・漫画を読んでいる
　　　　というアイデアが出ました。
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　これが本当の写真です。とても幸せそうな親
子です。つい私たちは、地雷に遭った人はかわ
いそうな人、というような目で見てしまうこと
があると思いますが、私たちと同じような喜び
をもって生活していることに気付いてほしいと
思っています。

写真：「グローバル・クラスルーム」ディヴィッド・セルビー/グラハム・パイク著　明石書店より

■テーマ別英語教育をどのように創るか？

（１）外国語と第二言語との違い
　英語を学ぶ環境には、EFL(English as a Foreign language　外国語としての英語) とESL(English 
as a Second language　第2言語としての英語)があります。ESLの場合、英語教室で学んだことは、
教室の外に出たらすぐ使えます。でも日本は外国語として英語を学ぶので、教室で習っても、それを
外に出て使う場所がありません。だから、日常英会話という形で覚えても、なかなか身に付かないの
です。

（２）テーマ別英語学習のつくり方
① テーマ設定
　（子どもの興味・関心に沿って）
② ねらいと具体的な目標の設定
　（そのテーマを通して、どのような姿勢・知識・
　　技能を身につけてほしいのかを考えて）
③ 素材探し
　（本物を活用して）
④ 活動案の設定・作成
　（先に述べた多様な学びのスタイルを取り入れて）
⑤ 導入する英語表現の設定
　（必然性のある表現を）
⑥全体の流れを整える
　このような流れで、教材を作っています。
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＜子どもたちの感想から＞
「英語の勉強がこんなに楽しくて覚えやすかったのは初めてだった。」
「世界の事も英語もいろんな事を知りたいと思いました。自分の意見を英語で言えたらいいなと思い
ました。」
　テーマ学習をすると、内容と英語の両方に関心が向いていることや、もっと知りたい、学びたいと
いう気持ちが出ていることがわかります。

＜英語教育の先輩の言葉の紹介＞
「日本人は英語をどう学んできたか」（江利川春雄 著 研究社　P.50～P.51）から、「先輩たちの闘い
から学ぼう」にある記述を紹介しました。ぜひ読んでいただきたい。

■小学校での実践報告

　最後に、もう一つ別の環境教育の実践につ
いて、スライドを追って、みなさんにご紹介
します。
　これは５年生で実践しました。「Living 
things 生き物たち」、というテーマの授業で
す。
　まず LIVING THINGS という英語が何を表
しているか想像させた後、様々な生き物を導
入します。
　次に子どもたちの自由なアイデアで、この生き物たちをグループに分けていきます。棲息地、食ベ
物、動き方、足の数、自分たちとの関わりなど、いろいろな分け方が出てきます。そこで、分類の一
つ、「Where do they live?　どこで暮らしているか？」と問いかけて、生き物たちが生きている環
境、砂漠／海／森林／サバンナ／湿地／都会など写真で紹介していきます。

　次に、今見てきた場所は、全部、どこにあるの？とたずねます。そう、「We all live on the earth 
together.　みんな地球で一緒に暮らしている」ということです。
 
　今度は、「Who eat what? 誰が何を食べ
ているか」ということを考えていきます。わ
かった子どもが生き物の絵カードを持って前
に出て、例えば、Frogs eat butterflies.　
などと発見したことをカードで示しながら英
語で表現できます。それを黒板の上で、線で
つないでいきます。こうして、食物連鎖Food 
chainができることに気付いていきます。
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　次に、砂漠や海ではどんな食物連鎖が起きているのか、ということをグループで調べ、ポスターを
作ってもらいました。そして、各グループに発表してもらいました。

　また他にも、私たちが生き物から、どのよう
な恩恵を得ているかも考え、ビンゴシートに書
くといった活動も行います。

　最後に、人口増加と絶滅する動物に関する２
つのグラフを見せて、私たちの人口が増えるに
従って、絶滅している動物も増えているという
ことに気付いてもらいます。そして、子どもた
ちに「私たちは生き物たちのために何が出来る
のかな？」と考えて、アイデアを書き出しても
らいました。

■まとめ

＜国際理解教育のテーマ別英語教育がもたらすもの＞
「多様な視点」「テーマについてもっと知りたいという知的好奇心」「子どものマルチ能力を活か
し、引き出す力」「自己尊重感」「協働する姿勢」「意味のある英語表現」など、テーマ別英語教育
がもたらすものについて、振り返り確認しました。
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＜受講者の質問＞
【質問】
Ｑ．テーマ別学習を学習指導要領の範囲内でしているのか。「読み書き」を「聞く、話す」と同時に
　教えなくてもよいのか。

Ａ．テーマ学習では、子どもの興味、関心に沿った英語表現を使って、生きる力につながる内容につ
　いて学んでいるので、学習指導要領の求めているものに沿っていると言えます。全然問題ないと私
　は思います。
　　「読み書き」についてですが、実際には、ローマ字を学ぶ時間が少なく、身に付かないままにな
　っているのでもったいない。ローマ字を導入するときに、もう少し時間をとって、アルファベット
　の文字としての扱いも教えるとよいのではと思います。そこでローマ字の読み方とアルファベット
　の読み方の違いに気付いてもらうという方法があるので、導入できるとよいのですが。実際、書き
　たがる子どもはたくさんいます。学びたがっているときは教えるチャンスですから、活かしたいで
　す。読むことについては、私たちは、ルールを教えるのではなく、音素の聞き取りの力をつけてい
　くということをしています。例えば「lemon」「red」（五感のテーマ学習の中で使われる単語です
　が）と言って、最初の音が同じか、違うかを聞き分けるクイズをします。そして、聞いた音がどの
　文字か想像して書いてみる、というように、結びつけて学べるといいですね。

【質問】
Ｑ．おすすめの本があれば教えてください。

Ａ．「テーマで学ぶ英語活動」。先生用の授業案と、ワークシートなどが入っています。子どもたち
　用には「Your World」。英語テキストと国際理解教育のテキストがセットになっていて、同じ８つ
　のテーマで出来ています。

【質問】
Ｑ．私は「言葉への気付き」に興味があり、英語活動に取り入れたいと思っている。どのようなこと
　ができるか、ヒントをください。

Ａ．テーマ別学習の中でもいろいろな英語表現を使いますから、言葉への気付きを促す機会はたくさ
　んあると思います。例えば「水」であれば、ジェスチャーやフレーズで間を入れながら、「I use 　
　water / to wash my hands / to wash my face / to wash dishes.」という言葉のつながり方や
　意味のかたまりを大事にして、新しい表現を導入することを心がけます。そうすることで、言葉っ
　てこういうふうにつながっているんだな、こういうふうに置き換えればいいんだなということに気
　付けるのではないかと私は思っています。テーマ学習の中でも、ただ内容につながる英語表現を導
　入すればよいというのではなく、文の構成や言葉のルールなどをこちらが意識した上で（教え込む
　のではなく）子どもたちに言葉に出会わせていくということを忘れなければ、子どもは言葉のもつ
　特徴に気付き、関心をもってくれるのではないかと思っています。
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2013年度「国際教育教材体験フェア in 滋賀 Part４」

日時：2013年５月11日(土)　　13:00～16:45　　　会場：ピアザ淡海
参加者数：６０人
主催：滋賀県国際協会　　　共催：JICA関西、国際教育研究会　Glocal net Shiga

第１分科会：「権利の宝箱～子どもの幸せのために大切なもの～」
■講師：渡辺智美さん（国際教育研究会　Glocal net Shiga）　　■参加者：31名

１）　自己紹介+アイスブレーキング（10分）
  仲間（共通点）を見つけてグループの人数を増やすゲーム：２～３人グループになり、共通点を見つ
ける。次は４人以上、次は６人以上との共通点を見つけグループをどんどん大きくしていく。最後に
は、参加者全員が「今日笑った人」で共通点を見出し、大きな輪となった。

２）　ワークショップ「権利の宝箱」（25分）
　①　子どもにとって「大切なもの・必要なもの」を３つ頭の中で考える。
　②　３人１組で、中身の見えない袋の中に入っている物
　　　が何か当てる。
　③　袋から出てきた物が、子どもにとってどう「大切な
　　　もの・必要なもの」なのか想像できることを言う。
　　　　例）蛇口→安全な水・水を使う権利
　　　　　　サッカーボール→夢・遊び・チームワーク、
　　　　　　家(※)→住むところ・安全・家族・帰るところ
　　　　　　　　　　寝るところ
　　　　　　　　　　※「家」に関するイメージは、クラスの子どもたち全員にとって必ずしも「安
　　　　　　　　　　　全」ではないかもしれない。そのため、「安全ではないと感じる人もいる」
　　　　　　　　　　　ということを同時に伝える。
　    　　　　薬→健康・医療
　④　最後に先生が大切だと思う１つの物（宝箱の底に取り付
　　　けられている鏡）を１人１人に見せていく。

　【意見】
　　・　日本には物があふれている。
　　・　アイデンティティを確立していく要素が関わり合ってい
　　　　る様子を表しているワーク。
　　・　大切なものや守られているものがいっぱいあるのだと気づいた。
　　・　鏡を見せられたとき、参加者は全員笑顔になった。

「自分」が一番大切なのだと気づいてもらう。
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３）ワークショップ「ストリート・チルドレン100人の子どもたち
　　　　　　　　　　　　　　（教材：シャプラニール＝市民による海外協力の会 発行）」（40分）
　　  
①　教室の中心に、バングラデシュの首都ダッカの路上で
　　生きるストリート・チルドレンの情報が書かれたカー
　　ドを置く（名前・年齢・顔写真・仕事・うれしかった
　　こと悲しかったこと）。
② 参加者は気になった子どものカードを１枚ピックアッ
　　プする。
③ ３人１組になり、なぜその子どものカードを選んだの
　　か理由を共有する。
　【意見】
　　・　自分とのギャップに驚いた。
　　・　学校に行くのは当たり前なのに「学校に行くのが夢」と語っていた。
　　・　取材に対し「ノーコメント」だった子ども。笑顔を知
らないのかもしれない。
④　５人１組になり、このストリート・チルドレンが「生きて
　　いる実感」が持てるのはどんな時なのか意見交換する。
　【意見】
　　・　朝起きて「今日も仕事に行こう」と決断した時。
　　・　お母さんの手料理を食べている時。
　　・　家族、友だち、動物たちと支えあって生きている時。
　　・　仲間と遊んでいる時。
⑤ 子どもの権利条約が書かれたカードを配り、カードに書か
　　れている「権利」がこのストリート・チルドレンに対して

　　「守られているか」「守られていないか」「どちらかわか　
　らない」かに分ける。

４）まとめ
　・　自分には何ができるのか。すぐにはわからないけれど、考　　　えていきたい。
　・　条約は存在しているだけではだめ。実行していかなければ。
　・　子どもたちは、自分たちが権利を持っていることすら知らないのではないか。
　・　結局、何もできない。悔しい。
　・　このワークだけだとバングラデシュが悪い国だと思ってしまう。良い面も伝えなければ。
　・　外国の話だけではなく、国内（自分たちの身近にいる子どもたち）にも当てはまることがある。
　・　人は尊厳を持って生きており、それを尊重していくべき。そのような国際協力をしていくこと
　　　が大切。
　・　自分が誰かに愛されていて、大切な存在であると認識しているからこそ他人を大切にできる。
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分科会2：「カンボジアから自分を知る～大切なものを守りつづけるために～」
■講師：伴英孝さん（東近江市立玉緒小学校教諭）　　　■参加者：22名

１）　JICA教師海外研修の概要説明・講師紹介（５分）
　　　（JICA関西国際協力推進員　大阪市担当　中西さんより）
　　・JICA開発教育支援事業の説明
　　・2012年の教師海外カンボジア研修の様子について写真を交えて報告

２）　自己紹介+アイスブレーキング（10分）
　自己紹介ビンゴゲーム
　　マスの中にそれぞれ自分の答えを書き、自分と違う答え
　の人を探すゲーム。初めての人と話しながら、考え方が違
　う人と出会う人を探す。
　　その後、変わった答え、驚いた答えについて発表する。
　意見例）平和ってどんなこと？ → たいくつできること

３）　カンボジアってどんな国Ⅰ（グループワーク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25分）
　①　カンボジアと聞いて思いつくことは？
　　　　　　　　　　　　　　　　（ブレインストーミング）
　　A）ブレインストーミングの練習として「家にないと困るもの」を２分間でできるだけ多く挙げる。
　　　　グループごとに挙がった数を競い、何でもいいから
　　　とにかくたくさん数を出すのが大事だということを確
　　　認。
　　B）「カンボジアと聞いて思いつくこと」についてブレ
　　　　インストーミング
　②　カンボジアの絵からわかること
　　　　各グループで話し合いながらカンボジアの子どもた
　　　ちが描いた絵に題名をつけてみるワーク。各グループ
　　　それぞれ、その題名をつけた理由を説明しながら発表。
　　　「あなたの大切なものはなんですか？」の本の紹介と
　　　併せて、カンボジア文化理解。
　　　
　　　『カンボジアでは「仏」「国」が大事だ』ということ
　　　は、日本人にはあまりない感覚。
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４）　あなたの大切なものは何ですかⅠ（グループワーク）（15分）
　・自分が大切だと思うものについて絵を描き、グループの中で伝え合う。グループから一人ずつ発
　　表。
　　意見例)家族、つながり、心、ペット、人との出会い、日常、目には見えないもの 等
　・実践授業で出た６年生の作品紹介。

５）　カンボジアってどんな国Ⅱ（グループワーク）（20分）
　①　「モノ」を通して見えること（モノランゲージ）
　　　　各グループに与えられたそれぞれのモノを見て、
　　　それが何に使うものかグループで話し合って発表。
　　　染め物、孤児院の子どもが作ったもの、布の使い方
　　　の多様性など、モノを通じたカンボジア理解。
　②　「写真」を通して見えること（フォトランゲージ）
　　　　バラバラの写真ピースを組み合わせる活動を通じ
　　　て席替え、そしてその写真から読み取れることを発
　　　表。地雷やポルポト政権についてなど、写真を通じ
　　　たカンボジア理解。

６）　実践授業について～どう伝えるか？～（５分）
　　教師の感動を伝えることは、子ども自身の感動ではない。子どもたちに興味を持たせてから学習
　を進めることが大切。
　・モノランゲージやフォトランゲージなどの手法を使うこと
　・震災時に日本のために祈ってくれている人の存在を知ること
　・日本人が行なうカンボジアでの活動についての調べ学習

７）　あなたの大切なものは何ですかⅡ（５分）
　　ワッドポー小学校のＶＴＲから
　・自分の大切なものについての発表
　・歓迎の歌を日本語で歌ってくれたこと

８）　まとめ（５分）
　　「あなたにできること（大切なものを10年、もっと先まで守るため）」のレジュメを使ったまと
　め。
　　授業が子どもたちの心に残り、これからもカンボジアのことを気にかけ続けてもらえるように、
　自分にできることを考え、それをまとめることの大切さについて話されました。
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第3分科会：「写真で学ぼう　世界の暮らし　～地球の食卓から～」
■講師：大槻一彦さん（国際教育研究会　Glocal net Shiga）　　■参加者：30名

１）　アイスブレーキング（10分）
　　７種類の料理写真が５つの切れ端になっており、参加者は写真の切れ端を１つ選び、自分の選ん
　だ写真を手掛かりに、同じ写真の切れ端を持つ仲間を見つけ出すゲーム。
　　写真が細かく切られており、すぐに仲間を見つけ出すグループがある一方で、なかなかメンバー
　を見つけ出すことができないグループもあったが、「カットされたトマトの端が写っている人」な
　ど声掛けをしながら、参加者はメンバーを探していった。

２）　ワークショップ「地球の食卓（教材：ＮＰＯ法人　開発教育協会　発行）」
　　「地球の食卓」は、世界24か国30家族の家族全員と一週間分の食材が映っている写真を活用し、
　10の学習プランを提案している教材であり、今回はその一部の学習方法を紹介。

①　フォトランゲージ「ホームステイに行こう」（45分）
　Ａ）自分の国の文化について語り合う
　　　参加者はＡ～Ｇまでの７つの国（グループ）に分か
　　　れ、各国の机に置かれた家族と一週間分の食材の
　　　映っている写真を見て、家族や食材などについて、
　　　グループで話し合う。
　Ｂ）ホームステイに出かける
　　　参加者は、それぞれが別の国に一週間のホームステ
　　　イへ出かける。ホームステイ先で感じたことや気づ
　　　いたことなどをホームステイに訪れた参加者同士で
　　　話し合う。
　Ｃ）ホームステイでの体験を自分の国で語り合う
　　　ホームステイから帰国した参加者は、それぞれの
　　　ホームステイ先でおいしかったものや発見したこ
　　　と、珍しいもの、びっくりしたこと、困ったことな
　　　どを語り合い、自分の国について再度考えるととも
　　　に、他の国について学んだ。

　【意見】
　　・私たちの島はとても寒く、高地で育つ野菜が多いが、ホームステイ先では、肉ばかりであった
　　ので、太ってしまった。
　　・ホームステイ先には、電子レンジや冷蔵庫があり、食材もファーストフード等あまり調理をす
　　る必要がないものが多く、驚いた。
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　　・自分の家族に比べ、ホームステイ先では、家族の人数に比べ、食材が少なく、とても貧しい家
　　　だった。
　　・男性は民族衣装を着ているが、家主だけＹシャツを着て、高級そうな時計をつけていた。
　　・味付けも濃く、すぐに飽きてしまい、自分の国に帰りたくなった。
　　・自分の国とは違い、食材に書かれた文字が、英語の他に中国語のような文字が書かれていた。

　D）それぞれの国を知る
　　　　講師がＡ～Ｇまで７つの国に加え、日本の家族と食材の写真を参加者全員に解説。
　　　　主食がお米の国や豆類の国、保存食が多い国、お手伝いさんがいる国、ハンバーガーやピザ
　　　などファーストフードばかりが並べられているが、実は健康に気を使い、ジムに通っている家
　　　族など、写真から読みとれる情報に加え、写真の撮影者のコメントを紹介した。

②　ランキング（順位づけ）（15分）
　　　５枚の写真を見て、クループごとにランキングを行っていくワークショップ。
　　　参加者は、グループごとにテーマを決め、写真のランキングを行った。
　　〈各グループのテーマ〉
　　　・ゴミが多く出される順
　　　・環境にやさしい順
　　　・栄養バランスが良い順
　　　・カロリー摂取量が多い順
　　　・食費が高い順
　　　・家族の笑顔が多い順
　【意見】
　　・肉が多い国や加工品・お菓子が多い国、家族の人数に対して食材が少ない国などがあった。
　　・食材が揃っていても、笑顔が少ない国があった。
　　・家族の人数に対する食材の量で比較した。

③　「いただきます」は何に？誰に？なんのために？（20分）
　　　世界の国では、食事の前にあいさつをする国は少ないが、日本で食事の前に「いただきます」
　　とあいさつするのは、何に？誰に？なんのために？するのか、参加者全員で考えた。

　【意見】
　　・食べ物１つ１つに対する感謝を表す。
　　・食材そのものや食材を運んでくれた人、食材を作ってくれ
　　　た人、調理をしてくれた人など、料理が出来上がるまでに
　　　関わった全て人への感謝を表す。
　　・時代劇では、「いただきます」というあいさつは出てこな
　　　い。感謝の気持ちを忘れた頃から食事を食べる前にあいさ
　　　つをするようになったのではないか。
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第4分科会：「みんなちがってみんないい ～多文化共生120時間の実践の軌跡～」
■講師：幸田隆さん（豊田市立若林東小学校教諭）　　　■参加者：27名

１）　幸田先生自己紹介（５分）
　 ◆ 　教員になられる以前には人材研修を行う会社にて勤務。
　 ◆ 　現在の勤務校の前に勤めておられた豊田市立西保見小学校での国際理解教育の実践を紹介。
　 ◆ 　2011年度JICA教師海外研修ブラジルコース参加。
　 ◆ 　2012年度JICAグローバル教育コンクール「国際協力レポート」部門JICA理事長賞受賞。

２）　国際理解教育　プロジェクトビデオ「みんなちがってみんないい」（30分）
　豊田市立西保見小学校は全校生徒の約60％を外国籍児童（ブラジル、ペルー、フィリピン等）が
占める非常に多国籍な学校。異なる文化や習慣の下に育ってきたそれぞれの児童は当初、外見や言
葉、性格の違いなどからお互いに対する理解が不十分で反発し合うことが多かった。

　例えば日本人児童は、ブラジル人はいつもブラジル人同士ポルトガル語で話している、とか授業
中におしゃべりをしたり給食準備を手伝わなかったり、ルールや約束を無視してわがままだ、と感
じていた。その反面、ブラジル人児童は、日本人は早口で話すから会話に入れない、とか、がん
ばって日本語で話しても「もういい」と相手にされなかったという経験から、日本人は優しくない
とか日本人だけで内緒話をしている、などと感じていた。

　このように児童らは当初、お互いに違う部分を変だとか嫌だとネガティブに捉えていた。そこで
幸田先生は児童らに違うことはおもしろいことだとポジティブに捉えられるようにリードし、つな
がりを意識した継続的な国際理解教育の取り組みを行うことで、友情や協力関係を強めていった。
そうした児童の変化を学級の授業風景や生徒らのコメントをもとにして、生徒らの自作自演によっ
て制作されたオリジナルビデオ「みんなちがってみんないい」を鑑賞。

３）　アクティビティー　Birthday Line（15分）　
　　参加者が言葉を使わずに、誕生日の順に一つの輪を作ることで西保見小学校６年１組の状況を疑
　似体験してみる。

　このアクティビティーを通して参加者が感じたこと
　・　言葉の違いを意識する必要がなかった。
　・　言葉が使えない分、自分の意思を一生懸命伝えようという思いや、相手の意思を汲み取ろうと
　　　いう気持ちが強くなった。
　・　一つの輪になるという共通のタスクを達成するために自然と協力し合うことができた。
　・　自分の考えを伝えるために主体的に行動する必要があった。  　等
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　Birthday Lineのアクティビティーを通して参加者が感じられたように、幸田先生は西保見小学校６
年１組の児童たちに、ひとりひとりが主体的に行動することの大切さを繰り返し伝えた。そして、自
分自身のネガティブな気持ちや言動が相手からのネガティブな反応につながるのに対して、ポジティ
ブな感情を持って相手に接することで、相手からもポジティブな反応を得られるといことを様々な取
り組みを通して意識づけていった。

４）　授業実践の紹介（35分） 
　・　西保見小学校の良さを宣伝する誇り新聞の
　　　作成／パネル討論をしよう　
　　　人間は完璧であるほうがいい！賛成 or 反対？
　　　（国語）
　・　保見の誇りを見つけよう（社会）
　・　日本の伝統芸能を体験しよう（音楽）
　・　和の文化を体験しよう（修学旅行）
　・　日記、新聞　いいとこ探し（学級経営）
　・　「友達から外国語を学ぼう」（外国語活動）
　・　「文化を教え合おう」／「クラスに多文化共生の希望を！」（学級活動）
　・　「当たり前って、当たり前？」／自分の文化の誇りを見つけよう　ブラジル人の誇り、日本人
　　　の誇り／キャリア教育　描こう！今と未来のポジティブな自分／「全校に多文化共生の希望
　　　を！」（総合）
　・　多文化共生創作劇「あのとき君が好きになったよ」（学芸会）
　　　（クラスの中で実際に起こったことをもとにした、45分間の創作劇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等他多数

　児童らは当初、違うことをネガティブに捉えるこ
とでぶつかり合い、不安を感じ、離れるという悪循
環を繰り返していた。こうした状況を改善するため
に試行錯誤したが、つながりのない単発的な学習で
は一時的に子供たちが協力し合っても、すぐにまた
元の通り反発し合っていた。つながりを意識した継
続的な学習を通して児童らは変容していった。
　こうした取り組みを通して、６年１組の児童の３
分の２が、卒業アルバムの文集で、小学校時代の一
番の思い出として、多文化共生に関する自分の成長
をテーマに選び以下のような作文を書いたとのこ
と。
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＜日本人児童Ｂ　「西保見小学校で一生けん命頑張れたこと」より抜粋＞
　今まで私は、自分と性格のちがう人とは、あまり接しなかった。でも西保見小学校に来て
から、それぞれの人の良い所を見れるようになったと思う。最初は苦手だった人とも、仲良
くなることができた。大人になっても、この経験を、ずっと大切にしていきたい。

＜日本人児童Ｃ　「ぼくの一生の宝物」より抜粋＞
　ぼくが、外国の子に教わったのは、いつでも明るく、楽しく生きること。そして純粋な心
を持つこと。これがわかったのは、「違うからいい」ということが分かったからだと思う。
　日本人には、ないものを外国の子が気付かせてくれた。ぼくにとって、外国の友達と過ご
せたことは、一生の宝物になる。今、ぼくは、一生この宝物を大切にしていく。そう心に決
めた。

＜外国人児童Ｅ　「信頼への道」より抜粋＞
　六年生になって、先生がいつも、「信頼される人間になりなさい。」といわれるように
なった。気がつけばいつも、だれかが、ぼくを支えてくれた。友達でも、家族でも、先生で
も、信頼できる人たちが、ぼくを支えてくれた。今度はぼくが信頼されるようにがんばって
いる。

＜外国人児童Ｆ　「あきらめず助け合う六の一」より抜粋＞
　私たちは生活、顔、全部違う。でも、「みんな違ってみんないい。」と今、私は思う。
違ったほうがもっと助け合えるし、違ったほうが自然。違った方に慣れている西保見小に来
てよかったなぁ。西保見小は私の誇り。

５）　質疑応答（５分）
　　Ｑ：保護者にはどのような変化が見られたか？
　　　→学芸会の劇を見て、西保見小学校でよかったという意見が寄せられた。また、子供たちとつ
　　　　ながることでブラジルのことを理解したいと感じて、放課後教室に参加してくれる地域の人
　　　　が増えた。

　　Ｑ：違った環境にある学校でもこうした取り組みを行うことは可能か？
　　　→どのような環境にある学校でも取り組むことは可能だと思う。学芸会等の学年での取り組み
　　　　には同僚より多くの理解や協力を得る必要があるため、学校の状況にもよる。
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１．導入：部屋の四隅
　設問に対する答えが４択で示される。部屋の４隅に分かれて答えとなる場所へ移動することで答
えるワーク。質問は何でも構わないが、参加者の関心や経験などを問う方が次の活動へとつなげ易
く好ましい。また、他の参加者がどのような経験や考えを持っているのかが視覚的にわかり、共通
項などが見出しやすかったり、もっと話を聞いてみようと思うようになったりするので、場が打ち
解けやすくする活動。

　　問）　これまでに話した経験は？
　　　　　①　なし　　　②数回　　　③１０回程度　　　④ベテラン　

２．体験の整理：ブレインストーミング「理想とする体験談」
１）「上手な伝え方とは？」について、グループでア
　イデアを出し合い、ポストイットに書き出し、ポス
　ターに貼りつけていく。各グループでいくつずつ意
　見が出たか発表する。
＜ルール＞①　質より量　どんどんたくさん出す。
　　　　　②　文章ではなく、単語で書き出す。
　　　　　　　ポストイット１枚につき１単語。
　　　　　　　簡潔に書き出す。
　　　　　③　他の人の意見について否定しない。

２）出た意見をグループ分け（分類）し、グループ発表を行う。
　「上手な伝え方に必要な要素とは？」
　　●　笑顔で話す。話し方。ユーモアを入れる。
　　●　言葉のキャッチボール、幸せのおすそ分け、手段
　　（長く話さない、アイスブレイクを入れて細切れ
　　　にすることで集中力を保ってもらう工夫をする
　　　など）

海外経験のある方対象　伝え方講座　Part 3

■講師：津田　かおり　さん（青年海外協力隊OG）

日時：　2013年11月9日（土）１３：３０～１６：４５
会場：　ピアザ淡海　206会議室　　　　
参加者数：　22人
主催：滋賀県国際協会　　共催：JICA関西、国際教育研究会　Glocal net Shiga
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　　●　仕掛け（現地の物や民族衣装など）を用いる、参加者が五感を使って体験できるもの、話し手
　　 のテクニック
　　●　何を伝えたいか、参加者も一緒に参加できる、新
　　 しい世界が広がるとよい
　　●　話し方ツール（パワーポイントをつかって写真な
　　 どを使う）、話し手は伝える内容をよく理解して
　　 おく、表情やジェスチャーを使って目を合わせて
　　 話す、興味を引き付ける、１つのテーマに絞ると
　　伝わりやすい

３．構成と体験談作成
１）体験の洗い出し　[心の整理☆50の質問シート]　

　ワークシートに描かれた５０の質問に、自分の体験・経験を落とし込んでいく個人作業を
行った。
　協力隊の方に学校で話に行ってもらいたいと頼むと、自分には話すことが何もないと言われ
たりすることがある。こうして体験を書き出すことで、書き出せたことは自分が経験したこと
であり、人に伝えられることであるので、自分の中では大したことではないと思っていたり、
忘れていたことを呼び起こしたりすることになる。
　また、自分の中学校時代を思い起こすことで、学校などへ話に行くときに自分はこんな中学
生だったといったことを話しに交えると、身近に感じてもらえるといった効果もあるので試し
てもらいたい。

２）構成の組み立て方
　基本の構成シート（P35参照）を用いて、全体の構成方法を知ると共に自身の体験談を作成
する。
　学校からは50分間で、異文化理解や国際理解、人権、キャリア教育などの授業で講師を依頼
されることが多い。起承転結に従って、プログラムを構成すると流れが良い。
　「承」の部分で、紹介する国の概要について紹介することはあるが、それだけで終わってし
まうだけであれば観光紹介となってしまい、皆さんが行く必要はない。どんな料理を食べ、ど
んな服を着て、どんな家に住んでいるかという写真を見せるのは、確かにその国の紹介ではあ
るが、インターネットで調べたり、観光局の専門家に来てもらえばよいだろう。みなさんに
は、そこに住み、その土地の人たちと交流を持って得たものがあると思うので、そこから感じ
たことが今の自分を作っていると思う。日々の生活や誕生日やイベントでの出来事など、一人
一人が現地で体験し、現地の人と交わした言葉や交わした経験を、このエピソード・メッセー
ジとして入れてもらいたい。
　海外で暮らすと、いろいろと考えることがあると思う。また海外から日本へ来ると、どうし
て日本ではこうなんだろうなど、いろいろ感じることがあると思うので、日本の子どもたちに
伝えたいことを考えてもらいたい。
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３）メッセージの洗い出し：属性ごとのグループで、それぞれのテーマについてブレインストーミ
ングを行う

　　　＜属性＞…＜テーマ＞
①JICAボランティア
　…「任国で学んだこと」
②海外勤務・留学経験者
　…「その国で得た知恵」
③海外から来日した人
　…「その国の良いところ・誇れるところ」

４）メッセージの作り方　　キーワード・メッセージ
　キーワードに関連するエピソードや素材・ツール、メッセージを考える。
　また、今日何か物や写真などの素材を持ってきてくださった方は、必ずそれにまつわるエピ
ソードがあるはずなので、物から導き出すというやり方もいい。自分の経験から日本の子ども
たちに何を伝えたいかというポイントで考えてもらいたい。

〈津田さんのマラウイでの体験談例〉
キーワード：価値観　　　素材：　職場の人の写真　
エピソード：マラウイでのうれしかった話。

　マラウイの人たちは、誕生日を祝う習慣があまり
ない。なぜかというと識字率が低く、誕生日を知ら
ない人も田舎に行くと多いから。任期中、私の誕生
日に同僚が「お誕生日おめでとう」と言ってくれ
た。そして、「お誕生日プレゼントを買うお金がな
かったのだけど」と、恥ずかしそうに白い包みを渡
してくれた。「何が入っていたと思いますか？」開
けてみたら、その包みには、白い卵が３つ入っていた。彼女の家では、鶏を飼って
いて卵を売って現金収入の足しにしていた。その朝生まれた卵を持ってきてくれて
いた。私は、それがすごくうれしかった。日本では誕生日に卵をもらうなんてこと
は想像もできなかったし、卵をもらって、自分がこんなにうれしいと思えるとは思
いもしなかった。その後、改めて物の価値って不思議だなと思った。お金を出せ
ば、卵なんて買えるけれど、その時彼女からもらった卵はとても価値のある大切な
ものだった。私は、マラウイに行ってはじめて物の価値というのは、物の値段では
ないと知ることができた。こうした経験から、それまではお金があれば何でも買え
ると思っていたけれど、そうではないと知ることができた。日本や先進国はお金が
あって豊かで、途上国は貧しいと考えられているが、それは経済的な見方だけで
あって、それだけがすべてじゃないよ、と日本の子どもたちに伝えている。
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４．全体発表
　エピソードに絡めて、グループ内で一人５分ず
つで発表し合う。
　聞いている人たちは、評価シートに記入して、
発表者にプレゼントする。

５．体験談で使える手法紹介や見せ方　
　　（体験談で使える手法紹介　P36参照）
　　●　全体を見ながら、リラックスして話すように心がける
　　●　上手に話そうとしても難しいので、ゆっくりわかりやすく話すようにする。
　　●　略語や専門用語はできるだけ使わない。どうしても使うのであれば、その用語について資料に
　　 して配布しておくとよい。
　　●　自分らしさを意識する。自分らしさが出ていれば、自分の言葉で話せば、必ず伝わる。
　　●　メッセージは必ず入れる。
　　●　○×や、手を挙げてもらったり、三択クイズを投げかけるなど、聞き手にも参加してもらうよ
　　 うな工夫もいれる。
　　●　興味を持たせるような質問から進める　
　　 例）マラウイでは蟻を食べる　ということについて、ただ話をしてつたえるのではなく、「マ
　　 ラウイでは日本で食べないものを食べる習慣があるけど、なんだと思う？」というクイズから
　　 入り、子どもたちが答えの「蟻」を見出す方が印象に残りやすい。
　　●　パワーポイントは確かに視覚資料を用いられて便利だが、うまくいくかどうかは使い方次第。
　　文字の効果を使いすぎたり、文字が多すぎたり、小さすぎたり、羅列が多くて話のポイントが
　　わからなくなり、失敗しがち。
　　●　写真も同じようなものを２枚、３枚並列させる必要はない。写真は絞る。なぜその写真を見せ
　　るのか、この写真から何を感じ取ってもらいたいのかを考えて写真を選ぶ。
　　●　パワーポイントに頼りすぎないことが大事。
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資 料 集

◇ 滋賀県における国籍別外国人人口

◇ 国際教育研究会 Glocal net Shiga活動報告　　　　

◇ 国際教育・開発教育貸出教材の紹介
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Glocal net Shiga
ぐ ろ ー か る  ねっと      し     が

国際教育研究会「 」について

　私たち、「国際教育研究会 Glocal net Shiga (ぐろーかる　ねっと　しが)」は平成15年

（2003年）4月に立ち上がったグループです。名前にある“Glocal”とは　Global +  Local
を結びつけた造語です。“Think Globally, Act Locally”（地球規模で考え、地域から行

動する）　という開発教育／地球市民教育／グローバル教育の地域社会に対する考え方を現すこと

ばがあり、地球と地域を結ぶことばとして生まれました。

このような考え方をうけ、地元滋賀（Shi g a）で地域に根ざした人たちをつなぎ（Network）、み

んなで一緒に地球市民を育む活動に取り組んでいきたいという思いが込められています。

会のねらいについて

○　地球上には、自国文化を含め、さまざまな生活・文化等があることを知り、多様性を

　　受け入れること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多様性の尊重

○　地域には、さまざまな文化背景や価値観等をもつ人びとがともに暮らしていることを

　　認識し、多文化共生の意識を育むこと 　　　　　　　　   多文化共生社会づくり

○　世界と自分はつながっていること、自分たちの生活と地球のどこかで起こっている問

　　題が密接につながっていることを理解すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　相互依存関係の理解

○　地球的課題を解決するために行動すること　　　　　　　 公正・平和な社会づくり

         　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　こうしたことをねらいとして、さまざまな実践方法（おもに参加型学習法）を学びながら、国
際教育を促進することを目的としています。教育関係者・国際協力NGO関係者・外国籍住民・地
域国際協会関係者、学生、青年海外協力隊OVなど、さまざまな立場や経歴の持ち主が参加してい
ます。これまでに滋賀県の特色を生かした題材をとらえ、「ブラジルボックス」・「カルタ“わ
たしん家（ち）の食事から”」「非識字体験ゲーム『ここは、何色?』『初めてのお見舞い』」、
「『言葉がわからない』体験ゲーム　何が起こった？（震災編）」の教材を開発してきました。
また、より多くの方に国際教育を体験していただくよう年数回、国際教育ワークショップを開催
しております。今後も幅広い知識や情報の交換を行い、より深みのある内容を取り上げていきた
いと考えています。

入会について

　毎月1回日曜日に例会を開催しています。さまざまな経歴のメンバーが集まるクラブ活動のよう
な会です。渡航経験や語学については、まったく心配していただく必要はありませんので、この
研究会にご関心のある方は、お気軽に下記までお問い合わせください。国際教育・開発教育につ
いての企画相談、講師派遣も随時承ります。

＜お問合せ先＞

公益財団法人滋賀県国際協会 担当　大森

〒520-0801　滋賀県大津市におの浜1-1-20 ピアザ淡海２階

電話：077－526－0931　 ﾌｧｯｸｽ：077－510－0601

E-mail：omori@s-i-a.or.jp
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開催日

滋賀県総合教育センター「環境学習講座」へ講師派遣

大津市立仰木中学校　総合的な学習　国際理解学習への講師派遣

伝え方講座　参加
「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成について話し合い
大津市立打出中学校　総合的な学習　国際理解学習への講師派遣

国際教育ワークショップ　参加

大津市立葛川中学校　総合的な学習　国際理解学習への講師派遣

教材体験フェア　分科会デモンストレーション
国際教育教材体験フェア、「わたしん家の食事から　改訂版」作成について話し合い
8/5　多文化共生のための国際理解教育・開発教育セミナー（神戸）からの講師依頼について

滋賀県総合教育センター「環境学習講座」で実践するプログラム「ウーリーシンキング」デモンストレーション
「わたしん家の食事から　カードゲーム版」改訂作業
滋賀県総合教育センター　１０年経験者選択研修について話し合い

Glocal net Shiga１０周年記念企画について話し合い
次年度教材体験フェア　分科会デモンストレーション
「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成作業

堀川高校生による「わたしん家の食事から　カードゲーム版」試作品デモンストレーション
教材体験フェア　分科会に参加

川﨑さんによるブータン紀行報告、「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成について話し合い
滋賀県総合教育センター　１０年経験者選択研修について話し合い

JICA関西　国際理解・多文化共生のためのセミナー分科会で「わたしん家の食事から　カードゲーム版　試作
版」を実践

開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブルで「わたしん家の食事から　カードゲーム版　試作版」を堀川
高校生が実践

JICA関西　多文化共生セミナー分科会および開発教育協会全国研究集会　自主ラウンドテーブル実践報告
「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成作業、滋賀県人権教育課人権教育リーダー養成講座報告

「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成について話し合い
次年度教材体験フェアについて話し合い

「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成について話し合い
３月開発教育協会主催　教材体験FESTAでの分科会の進め方について話し合い

「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成について話し合い
開発教育協会　教材体験FESTA　2014について話し合い

次年度教材体験フェア　分科会デモンストレーション、
「わたしん家の食事から　カードゲーム版」作成作業
次年度　滋賀県総合教育センター　10年経験者選択研修について話し合い

開発教育全国研究集会　自主ラウンドテーブルで堀川高校生が教材試作品を実践

内 　 　 　 　 　 　 　 容

研究会25年度の活動について
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　当協会では、国際理解教育および開発教育に関する資料・教材（ビデオ等も含む）を５７６点
（Ｈ２６年度末現在）所蔵しており、自由に閲覧・視聴することができますので、お気軽にご利用
ください。
　なお、当協会ホームページからも教材目録、貸出申請書様式が入手できます。

＜利用について＞
　〇　閲覧・視聴　　どなたでもご自由にご利用いただけます。
　　　　　　　　　　ただし、事務所にて保管しておりますので、閲覧を希望される場合は、職員
　　　　　　　　　　にその旨お伝えください。
　〇　利用時間　　　日曜日から金曜日まで（祝日を除く）　午前９時から午後５時まで

　〇　貸　出　　　　原則として、会員および団体（学校を含む）に限ります。　
　　　　　　　　　　所定の貸出申込書にご記入の上、当協会窓口にご提出ください。
　　　　　　　　　　　貸出期間：２週間以内（申請により期間延長可能）
　　　　　　　　　　　貸出冊数：１回５点以内
　
　〇　返　却　　　　当協会窓口まで直接ご返却ください。やむを得ないと認められる場合は、借
　　　　　　　　　　受側の料金負担のもとに郵送・託送を認めます。
　　　　　　　　　　なお、破損、紛失の場合は実費をご負担いただきます。

＜お問合せ先＞　公益財団法人　滋賀県国際協会
〒520-0801　大津市におの浜1-1-20　ピアザ淡海２階
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問
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教
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開
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教
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問
題
　
全
3巻

開
発
教
育
20
06
 N
o.
47

開
発
教
育
20
06
 N
o.
49
　
特
集
　
開
発
教
育
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

開
発
教
育
20
06
 N
o.
50
　
特
集
　
平
和
を
築
く
学
び

開
発
教
育
20
06
 N
o.
51
　
特
集
　
地
域
か
ら
描
く
こ
れ
か
ら
の
開
発
教
育

開
発
教
育
20
06
 N
o.
52
　
特
集
　
い
の
ち
を
育
む
学
び

開
発
教
育
実
践
の
手
引
き
　
開
発
教
育
ガ
イ
ド
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ド
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ド
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ド
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ラ
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レ
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ド
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2-
0南

北
問
題
35

2-
0南

北
問
題
36

2-
0南

北
問
題
37
①
②

2-
0南

北
問
題
38

テ
ー
マ
ワ
ー
ク
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
活
動
の
中
で
育
て
る

食
べ
も
の
か
ら
世
界
が
見
え
る

マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ

改
訂
版
　
N
E
W
マ
ジ
カ
ル
バ
ナ
ナ

「
援
助
」
す
る
前
に
考
え
よ
う
　
参
加
型
開
発
と
P
LA

が
わ
か
る
本

い
い
貿
易
っ
て
何
だ
ろ
う
　
い
っ
ぱ
い
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
考
え
る
世
界
の
貿
易
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
②

た
ず
ね
て
み
よ
う
！
　
カ
レ
ー
の
世
界
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
③

改
訂
版
　
た
ず
ね
て
み
よ
う
！
　
カ
レ
ー
の
世
界
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
③

新
・
貿
易
ゲ
ー
ム
　
開
発
教
育
教
材
シ
リ
ー
ズ
④

新
・
貿
易
ゲ
ー
ム
［
改
訂
版
］

貧
困
と
開
発
　
豊
か
さ
へ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
向
こ
う
側

小
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

中
学
校
　
ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
地
球
学
習
の
手
引
き

地
球
に
学
ぶ
新
し
い
地
理
授
業

私
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？
　
貧
し
い
人
々
の
声

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
　
16
万
キ
ロ
の
旅

世
界
か
ら
貧
し
さ
を
な
く
す
30
の
方
法

世
界
と
地
球
の
困
っ
た
現
実

歩
い
て
み
て
き
い
た
モ
ノ
の
こ
し
方
行
く
末

バ
ナ
ナ
と
エ
ビ
と
私
た
ち
　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
N
o.
55
1

フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
　
公
正
な
る
貿
易
を
求
め
て

日
本
は
ど
こ
へ
行
く
？

世
界
の
貧
困
　
1日

1ド
ル
で
暮
ら
す
人
び
と

発
展
神
話
の
仮
面
を
剥
ぐ
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
を
豊
か
に
す
る
の
か
？

徹
底
解
剖
10
0円

シ
ョ
ッ
プ
　
日
常
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と
 p
ar
t2

た
み
ち
ゃ
ん
と
南
の
人
び
と
 p
ar
t3

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
（
英
訳
付
）

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
②

世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
③
た
べ
も
の
編

世
界
が
も
ち
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら
④
子
ど
も
編

新
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
版
　
世
界
が
も
し
10
0人

の
村
だ
っ
た
ら

改
訂
版
　
10
0人

村
カ
ー
ド
セ
ッ
ト

10
0人

村
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ッ
ト

レ
ヌ
カ
の
学
び

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

地
球
市
民
ア
カ
デ
ミ
ア

地
球
の
木

地
球
の
木

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
議
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

教
育
出
版

教
育
出
版

古
今
書
院

世
界
銀
行

太
郎
次
郎
社

合
同
出
版

明
石
書
店

京
都
自
由
学
校

岩
波
書
店

新
評
論

太
郎
次
郎
社

青
土
社

古
今
書
院

コ
モ
ン
ズ

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

あ
お
も
り
開
発
教
育
研
究
会

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

小
中
学
年
以
上

小
中
学
年
以
上

中
学
生
以
上

小
高
学
年
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

中
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上
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国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

11
1

11
2

11
3

11
4

11
5

11
6

11
7

11
8

11
9

12
0

12
1

12
2

12
3

12
4

12
5

12
6

12
7

12
8

12
9

13
0

13
1

13
2

13
3

13
4

13
5

13
6

13
7

13
8

13
9

14
0

14
1

14
2

14
3

14
4

14
5

14
6

14
7

2-
0南

北
問
題
39

2-
0南

北
問
題
40

2-
0南

北
問
題
41

2-
0南

北
問
題
42

2-
0南

北
問
題
43

2-
0南

北
問
題
44

2-
0南

北
問
題
45

2-
0南

北
問
題
46

2-
0南

北
問
題
47

2-
0南

北
問
題
48

2-
0南

北
問
題
49

2-
0南

北
問
題
50

2-
0南

北
問
題
51

2-
0南

北
問
題
52

2-
0南

北
問
題
53

2-
0南

北
問
題
54

2-
0南

北
問
題
55

2-
0南

北
問
題
56

2-
0南

北
問
題
57

2-
0南

北
問
題
58

2-
1南

北
問
題
1

2-
1南

北
問
題
2

2-
1南

北
問
題
3

2-
1南

北
問
題
4

2-
1南

北
問
題
5

2-
1南

北
問
題
6

2-
1南

北
問
題
7

2-
1南

北
問
題
8

2-
1南

北
問
題
9

2-
1南

北
問
題
10

2-
1南

北
問
題
11

2-
1南

北
問
題
12

2-
1南

北
問
題
13

2-
1南

北
問
題
14

2-
1南

北
問
題
15

2-
1南

北
問
題
16

2-
1南

北
問
題
17

ケ
ー
タ
イ
の
一
生
　
―
　
ケ
ー
タ
イ
を
通
し
て
知
る
　
私
と
世
界
の
つ
な
が
り

お
弁
当
屋
さ
ん
ゲ
ー
ム
 ―

食
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る

ケ
ー
タ
イ
の
裏
側

世
界
の
半
分
が
餓
え
る
の
は
な
ぜ

世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
　
完
結
編

N
H
K
地
球
デ
ー
タ
マ
ッ
プ
　
世
界
の
“
今
”
か
ら
“
未
来
”
を
考
え
る

原
木
の
あ
る
森
　
コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
ま
り
の
物
語

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
－
ど
こ
か
ら
く
る
？
私
た
ち
の
食
べ
物

世
界
中
か
ら
人
身
売
買
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
版
　
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
　
第
３
版

カ
ッ
プ
め
ん
か
ら
世
界
が
見
え
る

地
球
の
水
の
も
の
が
た
り
～
命
の
水
が
遠
ざ
か
る
国
～

戦
闘
機
1機

で
学
校
j何

校
つ
く
れ
る
か
？

世
界
か
ら
飢
餓
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
30
の
方
法

旅
を
し
な
が
ら

懐
か
し
い
未
来
～
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
こ
と

妹
は
3才

　
お
医
者
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
な
ら

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
の
か
？

ぼ
く
は
8歳

、
エ
イ
ズ
で
死
ん
で
い
く
ぼ
く
の
話
を
聞
い
て

紛
争
、
貧
困
、
環
境
破
壊
を
な
く
す
た
め
に
　
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
語
る
20
の
ヒ
ン
ト

徹
底
解
剖
10
0円

シ
ョ
ッ
プ
　
日
常
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

あ
ぶ
な
い
野
菜
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
食
卓

奪
わ
れ
た
エ
ビ

エ
ビ
の
向
こ
う
に
ア
ジ
ア
が
見
え
る

コ
ー
ヒ
ー
の
秘
密
　
南
北
問
題
が
見
え
て
く
る
！

種
子
を
ま
も
れ
！
　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
た
た
か
う
イ
ン
ド
農
民

バ
ナ
ナ
植
民
地
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

ゴ
ミ
を
生
か
す
人
び
と

路
上
の
子
ど
も
た
ち
　
ブ
ラ
ジ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
闘
い

地
球
デ
ー
タ
マ
ッ
プ

つ
な
が
っ
て
い
る
世
界
　
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
モ
ノ
を
通
し
て
考
え
る
、
世
界
の
貧
困
・
格
差
・
環
境
　
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
世
界
の
つ
な
が
り

あ
い
の
り
「
緑
の
革
命
」

ゴ
ン
ダ
ー
ル
の
や
さ
し
い
光
　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
版

バ
イ
オ
燃
料
　
畑
で
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
　

食
べ
る
た
め
の
マ
グ
ロ
売
る
た
め
の
マ
グ
ロ

パ
ー
ム
オ
イ
ル

開
発
教
育
協
会

開
発
教
育
協
会

コ
モ
ン
ズ

合
同
出
版

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

N
H
K
出
版

ア
フ
リ
カ
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
発
教
育
協
会

合
同
出
版

開
発
教
育
協
会

W
E
21
  ジ

ャ
パ
ン
  開

発
教
育
部
会

W
E
21
  ジ

ャ
パ
ン
  開

発
教
育
部
会

合
同
出
版

合
同
出
版

い
の
ち
の
こ
と
ば
社

な
つ
み
ら
S
H
O
P

合
同
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

N
H
K

和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

関
西
N
G
O
協
議
会

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

C
D

D
V
D

D
V
D

D
V
D

D
V
D

D
V
D

D
V
D
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国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

14
8

14
9

15
0

15
1

15
2

15
3

15
4

15
5

15
6

15
7

15
8

15
9

16
0

16
1

16
2

16
3

16
4

16
5

16
6

16
7

16
8

16
9

17
0

17
1

17
2

17
3

17
4

17
5

17
6

17
7

17
8

17
9

18
0

18
1

18
2

18
3

18
4

2-
1南

北
問
題
18

2-
1南

北
問
題
19

3-
0平

和
1

3-
0平

和
2

3-
0平

和
3

3-
0平

和
4

3-
0平

和
5

3-
0平

和
6

3-
0平

和
7

3-
0平

和
8①

②

3-
0平

和
9

3-
0平

和
10

3-
0平

和
11

3-
0平

和
12

3-
0平

和
13

3-
0平

和
14

3-
0平

和
15

3-
0平

和
16

3-
0平

和
17

3-
0平

和
18

3-
0平

和
19

3-
0平

和
20

3-
0平

和
21

3-
0平

和
22

3-
0平

和
23

3-
0平

和
24

3-
0平

和
25

3-
0平

和
26

3-
0平

和
27

3-
0平

和
28

3-
0平

和
29

3-
0平

和
30

3-
0平

和
31

3-
0平

和
32

3-
0平

和
33

3-
1平

和
1

3-
1平

和
2

懐
か
し
い
未
来
～
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
こ
と
～
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

お
じ
い
さ
ん
と
草
原
の
小
学
校

世
界
を
変
え
る
お
金
の
使
い
方

戦
争
を
や
め
さ
せ
環
境
破
壊
を
く
い
と
め
る
新
し
い
社
会
の
つ
く
り
方

［
図
説
］
世
界
の
紛
争
地
域

ほ
ん
の
す
こ
し
の
勇
気
か
ら
　
難
民
の
オ
レ
ア
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

母
さ
ん
、
ぼ
く
は
生
き
て
ま
す

正
直
な
気
持
ち
を
話
そ
う
　
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
リ
ア
ル
・
ラ
イ
フ

地
雷
の
村
で
「
寺
子
屋
」
づ
く
り

T
al
k 
fo
r 
P
ea
ce
!　

も
っ
と
話
そ
う
！

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
来
た
モ
ハ
メ
ッ
ド
君
の
お
は
な
し

ぼ
く
の
見
た
戦
争
　
20
03
年
イ
ラ
ク

P
ea
ce
 A
rc
hi
ve
s　

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
D
V
D
付
）

な
ん
み
ん
　
難
民
理
解
の
た
め
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
　
故
郷
を
は
な
れ
て

増
補
改
訂
版
　
T
al
k 
fo
r 
P
ea

ce
 も

っ
と
話
そ
う
！
　
平
和
を
築
く
た
め
に
で
き
る
こ
と

ア
ジ
ア
の
こ
こ
ろ
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
の
お
ね
が
い
　
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
　
続
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
へ
　
続
々
・
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

サ
ニ
ー
　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
　
心
を
こ
め
て
地
雷
で
は
な
く
花
を
く
だ
さ
い
（
英
訳
付
）

難
民
と
地
雷
　
全
3巻

平
和
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ブ
ッ
ク

ポ
ー
ポ
キ
、
平
和
っ
て
、
な
に
色
？

イ
マ
ジ
ン
9　

想
像
し
て
ご
ら
ん
、
戦
争
の
な
い
世
界
を

ほ
ん
の
す
こ
し
の
勇
気
か
ら
　
難
民
の
オ
レ
ア
ち
ゃ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
な
ん
て
も
う
い
ら
な
い
。
世
界
か
ら
兵
器
を
な
く
す
み
ん
な
の
願
い

岩
波
D
V
D
ブ
ッ
ク
　
P
ea
ce
 A
rc
hi
ve
s　

東
京
・
ゲ
ル
ニ
カ
・
重
慶
　
空
襲
か
ら
平
和
を
考
え
る

創
造
的
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
に
対
立
解
決
―
教
え
方
ガ
イ
ド
―

子
ど
も
と
で
き
る
創
造
的
な
対
立
解
決
―
実
践
ガ
イ
ド
―

井
上
ひ
さ
し
の
子
ど
も
に
つ
た
え
る
日
本
国
憲
法

『
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』

ピ
ー
ス
フ
ル
な
子
ど
も
た
ち
　
戦
争
・
暴
力
・
い
じ
め
を
越
え
て

大
量
破
壊
兵
器
、
カ
ラ
シ
ニ
コ
フ
を
世
界
か
ら
な
く
す
方
法

ぼ
く
ら
の
ア
フ
リ
カ
に
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

さ
よ
な
ら
紛
争
（
14
歳
の
世
渡
り
術
）

戦
争
の
傷
後
　
Le
ga
ci
es
 o
f W

ar

難
民
女
性

な
つ
み
ら
S
H
O
P

ア
ミ
ュ
ー
ズ
ソ
フ
ト
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

合
同
出
版

P
H
P
研
究
所

求
龍
堂

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

た
ち
ば
な
出
版

P
H
P
研
究
所

開
発
教
育
協
議
会

つ
げ
書
房
新
社

ポ
プ
ラ
社

岩
波
書
店

難
民
事
業
本
部

開
発
教
育
協
会

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

草
土
文
化

Y
M
C
A

エ
ピ
ッ
ク

合
同
出
版

求
龍
堂

合
同
出
版

岩
波
書
店

開
発
教
育
協
会
・
立
教
大
学

開
発
教
育
協
会

講
談
社

朝
日
出
版
社

せ
せ
ら
ぎ
出
版

合
同
出
版

合
同
出
版

河
出
書
房
新
社

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー

U
N
H
C
R

D
V
D

D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍
・
D
V
D

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍
・
D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

中
学
生
以
上

中
学
生
以
上

小
中
学
年
以
上
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国
際
教
育
・
開
発
教
育
　
貸
出
教
材
目
録

18
5

18
6

18
7

18
8

18
9

19
0

19
1

19
2

19
3

19
4

19
5

19
6

19
7

19
8

19
9

20
0

20
1

20
2

20
3

20
4

20
5

20
6

20
7

20
8

20
9

21
0

21
1

21
2

21
3

21
4

21
5

21
6

21
7

21
8

21
9

22
0

22
1

3-
1平

和
3

3-
1平

和
4

3-
1平

和
5

3-
1平

和
6

4-
0環

境
1

4-
0環

境
2

4-
0環

境
3

4-
0環

境
4

4-
0環

境
5

4-
0環

境
6

4-
0環

境
7

4-
0環

境
8

4-
0環

境
9

4-
0環

境
10

4-
0環

境
11

4-
0環

境
12

4-
0環

境
13

4-
0環

境
14

4-
0環

境
15

4-
0環

境
16

4-
0環

境
17

4-
0環

境
18

4-
0環

境
19

4-
0環

境
20

4-
0環

境
21

4-
0環

境
22

4-
0環

境
23

4-
0環

境
24

4-
0環

境
25
①
②

4-
0環

境
26

4-
0環

境
27

4-
0環

境
28

4-
1環

境
1

4-
1環

境
2

4-
1環

境
3

4-
1環

境
4

4-
1環

境
5

難
民
に
な
る
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
？

難
民
も
み
ん
な
も
同
じ
地
球
人

世
界
の
難
民
は
ど
こ
に
　
20

04
年
G
LO

B
A
L 
V
IE
W

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
変
え
て
み
よ
う

も
う
ひ
と
つ
の
日
本
地
図

1秒
の
世
界

地
球
が
も
し
10
0c
m
の
球
だ
っ
た
ら

地
球
で
は
1秒

間
に
サ
ッ
カ
ー
場
1面

分
の
緑
が
消
え
て
い
る

あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日

地
球
買
い
モ
ノ
白
書

21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
が
地
球
を
救
う

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
入
門

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
な
ん
だ
ろ
う

に
む
の
木
の
あ
る
村
（
ベ
ン
ガ
ル
語
訳
付
）

森
に
お
か
え
り
（
英
訳
付
）

森
が
海
を
つ
く
る
（
英
訳
付
）

空
気
は
だ
れ
も
の
も
の
？
（
英
訳
付
）

ジ
ェ
イ
ク
の
海
の
な
か
ま
た
ち
（
英
訳
付
）

ホ
タ
ル
の
く
る
町
（
英
訳
付
）

エ
レ
ナ
と
ダ
フ
ニ
（
英
訳
付
）

森
の
暮
ら
し
の
記
憶
（
英
訳
付
）

「
私
た
ち
の
ピ
ン
川
」
　
北
タ
イ
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

食
べ
も
の
か
ら
考
え
る
環
境
教
育
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
F
O
O
D

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

環
境
教
育
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
生
徒
用
）

地
球
の
み
か
た
　
地
球
に
つ
い
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

未
来
を
学
ぼ
う
　
わ
た
し
と
地
球
を
結
ぶ
価
値
観
と
ビ
ジ
ョ
ン

パ
ー
ム
油
の
は
な
し
　
「
地
球
い
に
や
さ
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

み
み
ず
の
カ
ー
ロ
　
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
先
生
の
自
然
の
学
校

図
解
　
地
球
の
真
実
（
別
冊
宝
島
　
１
３
９
７
）

も
っ
と
話
そ
う
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
発
の
こ
と
　
参
加
型
で
学
び
合
う
た
め
の
１
６
の
方
法

森
は
ど
こ
へ
行
く
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
生
林
が
日
本
の
紙
に
な
る
ま
で

緑
の
砂
漠
　
植
林
が
環
境
を
破
壊
す
る

切
り
売
り
さ
れ
る
タ
イ
　
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
の
観
光
開
発

い
つ
か
こ
の
木
に
見
守
ら
れ
て
　
タ
イ
植
林
体
験
記

緑
の
革
命
「
あ
い
の
り
」

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

U
N
H
C
R

野
草
社

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

世
界
文
化
社

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

学
陽
書
房

コ
モ
ン
ズ

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

つ
げ
書
房
新
社

as
co
m

大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

自
由
国
民
社

開
発
教
育
協
会

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

開
発
教
育
協
会

合
同
出
版

宝
島
社

開
発
教
育
協
会

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

オ
イ
ス
カ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

絵
本

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

　 　 中
高
生
以
上

中
高
生
以
上

小
中
学
生
以
上
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貸
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目
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22
2

22
3

22
4

22
5

22
6

22
7

22
8

22
9

23
0

23
1

23
2

23
3

23
4

23
5

23
6

23
7

23
8

23
9

24
0

24
1

24
2

24
3

24
4

24
5

24
6

24
7

24
8

24
9

25
0

25
1

25
2

25
3

25
4

25
5

25
6

25
7

25
8

4-
1環

境
6

4-
1環

境
7

5-
0人

権
1

5-
0人

権
2

5-
0人

権
3

5-
0人

権
4

5-
0人

権
5

5-
0人

権
6

5-
0人

権
7

5-
0人

権
8

5-
0人

権
9

5-
0人

権
10

5-
0人

権
11

5-
0人

権
12

5-
0人

権
13

5-
0人

権
14

5-
0人

権
15

5-
0人

権
16

5-
0人

権
17

5-
1人

権
1

5-
1人

権
2

5-
1人

権
3

5-
1人

権
4

5-
1人

権
5

5-
1人

権
6

5-
1人

権
7

5-
1人

権
8

6-
0英

語
教
育
1

6-
0英

語
教
育
2

6-
0英

語
教
育
3

6-
0英

語
教
育
4

6-
0英

語
教
育
5

6-
0英

語
教
育
6

6-
0英

語
教
育
7

6-
0英

語
教
育
8

6-
0英

語
教
育
9

6-
0英

語
教
育
10

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水

世
界
を
め
ぐ
る
電
子
ゴ
ミ

識
字
B
O
X

人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
参
加
型
「
気
づ
き
か
ら
築
き
へ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
発
展
編

い
っ
し
ょ
に
す
す
め
よ
う
！
　
人
権
　
人
権
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
実
践
編

人
権
教
育
の
た
め
の
コ
ン
パ
ス
［
羅
針
盤
］

同
和
問
題
・
人
権
問
題
学
習
教
材
（
パ
ー
ト
4）

　
こ
う
も
り
く
ん

国
際
理
解
教
育
と
人
権

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
　
～
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
」
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
死
刑
と
人
権
　
一
問
1答

非
核
と
先
住
民
族
の
独
立
を
め
ざ
し
て

デ
カ
セ
ー
ギ
　
逆
流
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

米
軍
に
土
地
を
奪
わ
れ
た
沖
縄
人

え
え
ぞ
、
カ
ル
ロ
ス
　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
か
ら
世
界
が
見
え
る
人
権
を
基
盤
に
し
た
E
S
D
教
材

『
人
権
で
世
界
を
変
え
る
30

の
方
法
』
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
編
）

あ
な
た
と
わ
た
し
の
幸
せ
を
築
く
世
界
人
権
宣
言
　
世
界
人
権
宣
言

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
た
た
か
う
！

国
際
人
権
を
知
っ
て
い
ま
す
か
　
　
～
国
連
と
市
民
の
と
り
く
み
～

自
立
を
め
ざ
し
て
　
～
ア
ジ
ア
の
女
性
と
こ
ど
も
た
ち
～

日
本
の
国
際
化
と
人
権
　
～
違
い
を
認
め
あ
う
地
域
社
会
を
～

女
た
ち
が
語
る
イ
ン
ド

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
　
イ
ン
ド
の
人
口
政
策
と
女
性
た
ち

映
画
ジ
ャ
ビ
ル
カ
日
本
語
版
　
私
た
ち
の
電
気
が
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
大
地
を
壊
す

ミ
ナ
の
笑
顔
　
３
７
言
語
収
録
版
D
V
D

"D
V
D
 も

う
ひ
と
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
先
住
民
族
エ
コ
ツ
ア
ー
の
始
動
」
 N
G
O
/N
P
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
 "

JA
P
A
N
 A
LM

A
N
A
C
 2
00
5　

英
和
対
訳
デ
ー
タ
年
鑑

公
立
小
学
校
で
や
っ
て
み
よ
う
！
　
英
語

総
合
英
語
：
地
球
市
民
と
し
て
生
き
る

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
1・

2年
版

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
3・

4年
版

英
語
で
国
際
理
解
教
育
（
C
D
付
）
小
学
5・

6年
版

小
学
校
英
語
の
授
業
プ
ラ
ン
　
つ
く
っ
て
調
べ
る
地
球
環
境
（
C
D
付
）

小
学
生
の
英
会
話
活
動
　
～
ゲ
ー
ム
と
歌
あ
そ
び
～

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
人
間
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
平
和
に
つ
い
て

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
ｾﾝ
ﾀｰ

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
（
PA

R
C
)

国
際
識
字
年
推
進
和
泉
連
絡
会

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

滋
賀
県
解
放
県
民
セ
ン
タ
ー

開
放
出
版
社

ラ
テ
ィ
ー
ナ

解
放
出
版
社

現
代
人
文
社

草
思
社

新
読
書
社

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

合
同
出
版

世
界
人
権
宣
言
大
阪
連
絡
会
議

岩
波
書
店

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ヒ
ュ
ー
ラ
イ
ツ
大
阪

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」

朝
日
新
聞
社

草
木
文
化

三
修
社

小
学
館

小
学
館

小
学
館

小
学
館

小
学
館

金
の
星
社

金
の
星
社

D
V
D

D
V
D

ワー
クキ

ット
・カ

ルタ
・ビ

デオ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

書
籍

絵
本

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

D
V
D

D
V
D

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍
・
C
D

書
籍

絵
本

絵
本

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

高
校
生
以
上

小
低
学
年
以
上
　

小
中
学
年
以
上

小
高
学
年
以
上

小
高
学
年
以
上

小
学
生
以
上
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28
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5
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6
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7
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29
0

29
1

29
2

29
3
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4
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6-
0英

語
教
育
11

6-
0英

語
教
育
12

6-
0英

語
教
育
13

6-
0英

語
教
育
14

6-
0英

語
教
育
15

6-
0英

語
教
育
16

6-
0英

語
教
育
17

6-
0英

語
教
育
18

6-
0英

語
教
育
19

6-
0英

語
教
育
20

6-
0英

語
教
育
21

6-
0英

語
教
育
22
①

6-
0英

語
教
育
22
②

6-
0英

語
教
育
23
①

6-
0英

語
教
育
23
②

7-
0多

文
化
1

7-
0多

文
化
2

7-
0多

文
化
3

7-
0多

文
化
4

7-
0多

文
化
5

7-
0多

文
化
6

7-
0多

文
化
7

7-
0多

文
化
8

7-
0多

文
化
9

7-
0多

文
化
10

7-
0多

文
化
11

7-
0多

文
化
12

7-
0多

文
化
13

7-
0多

文
化
14

7-
0多

文
化
15

7-
0多

文
化
16

7-
0多

文
化
17

7-
0多

文
化
18

7-
0多

文
化
19

7-
0多

文
化
20

7-
0多

文
化
21

7-
0多

文
化
22

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
環
境
に
つ
い
て

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
い
ろ
い
ろ
な
文
化

英
語
で
広
が
る
わ
た
し
た
ち
の
世
界
　
も
っ
と
知
り
た
い
！
世
界
の
国
々

え
ほ
ん
で
楽
し
む
英
語
の
世
界

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
は
こ
う
や
っ
て
英
語
を
教
え
て
い
る

C
A
N
 Y
O
U
 F
IN
D
 M
E
?

は
じ
め
て
の
英
語
の
歌
―
歌
で
お
ぼ
え
る
ら
く
ら
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
 

ヘ
ン
リ
ー
お
じ
さ
ん
の
英
語
で
レ
ッ
ス
ン
が
で
き
る
本
―
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
教
え
る
、
子
ど
も
英
語
教
室
フ
レ
ー
ズ
集

小
学
校
　
テ
ー
マ
で
学
ぶ
英
語
活
動
　
B
O
O
K
1

和
の
行
事
え
ほ
ん
 A
nn
ua
l E

ve
nt
s 
in
 J
ap
an
 S
pr
in
g 
&
 S
um

m
er

和
の
行
事
え
ほ
ん
 A
nn
ua
l E

ve
nt
s 
in
 J
ap
an
 A
ut
um

n 
&
 W

in
te
r

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
英
語
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト

yo
ur
 w
or
ld
　
国
際
理
解
テ
キ
ス
ト
　
別
売
指
導
用
C
D

M
y 
na
m
e 
is
…
　
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
名
前

日
本
の
な
か
の
世
界

多
文
化
共
生
の
ジ
レ
ン
マ

多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

多
文
化
教
育
　
多
様
性
の
た
め
の
教
育
学

幼
児
の
た
め
の
多
文
化
理
解
教
育

多
文
化
教
育
を
拓
く

多
文
化
・
人
権
教
育
学
校
を
つ
く
る

雨
森
芳
洲
と
朝
鮮
通
信
使
か
る
た

歴
史
教
科
書
　
在
日
コ
リ
ア
ン
の
歴
史

滋
賀
の
な
か
の
朝
鮮

外
国
人
の
た
め
の
お
弁
当
（
3ヶ

国
語
：
日
・
中
・
英
語
）

多
文
化
共
生
保
育
Q
&
A

ア
フ
リ
カ
　
理
解
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
　
－
ア
フ
リ
カ
と
私
た
ち

く
ら
べ
て
み
よ
う
！
　
日
本
と
世
界
の
　
食
べ
物
と
文
化

パ
パ
ラ
ギ

世
界
の
あ
い
さ
つ

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
1　

ア
フ
リ
カ
ン
ド
レ
ス

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
2　

ア
フ
リ
カ
ン
キ
ッ
チ
ン

見
る
・
つ
く
る
・
知
る
　
お
し
ゃ
れ
な
ア
フ
リ
カ
3　

ア
フ
リ
カ
ン
リ
ビ
ン
グ

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
手
で
食
べ
る
？

金
の
星
社

金
の
星
社

金
の
星
社

一
声
社

径
書
房

学
研
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ア
ル
ク

三
友
社
出
版

E
ho
n 
H
ou
se

E
ho
n 
H
ou
se

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

サ
ク
ソ
ン
コ
ー
ト
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

角
川
書
店

新
幹
社

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

雨
森
芳
洲
庵

明
石
書
店

明
石
書
店

関
西
生
命
線

大
阪
保
育
子
育
て
人
権
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会

講
談
社

立
風
書
房

福
音
館
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

明
石
書
店

福
音
館
書
店

絵
本

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

C
D
-R
O
M

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

か
る
た

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

幼
児
以
上

幼
児
以
上

小
中
学
年
以
上
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33
1

33
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7-
0多

文
化
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7-
0多

文
化
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7-
0多

文
化
25

7-
0多

文
化
26

7-
0多

文
化
27

7-
0多

文
化
28

7-
0多

文
化
29

7-
0多

文
化
30

7-
0多

文
化
31

7-
0多

文
化
32

7-
0多

文
化
33

7-
0多

文
化
34

7-
0多

文
化
35

7-
0多

文
化
36
①
②

7-
0多

文
化
37
①
②

7-
0多

文
化
38

7-
0多

文
化
39

7-
0多

文
化
40

7-
0多

文
化
41

7-
0多

文
化
42

7-
0多

文
化
43

7-
0多

文
化
44

7-
0多

文
化
45

7-
0多

文
化
46

7-
0多

文
化
47

7-
0多

文
化
48

7-
0多

文
化
49

7-
0多

文
化
50

7-
0多

文
化
51

7-
0多

文
化
52

7-
0多

文
化
53

7-
0多

文
化
54

7-
0多

文
化
55

7-
0多

文
化
56

7-
0多

文
化
57

7-
0多

文
化
58

7-
0多

文
化
59

た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
傑
作
集
　
い
っ
ぽ
ん
の
鉛
筆
の
む
こ
う
に

世
界
の
じ
ゃ
ん
け
ん

世
界
の
外
あ
そ
び

韓
国
・
朝
鮮
と
出
会
お
う

中
国
と
出
会
お
う

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
出
会
お
う

ブ
ラ
ジ
ル
と
出
会
お
う

多
文
化
子
ど
も
の
歌
集
（
C
D
付
）

朝
鮮
を
ど
う
教
え
る
か

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
見
（
対
訳
本
・
ビ
デ
オ
2本

付
）

い
ろ
ん
な
国
・
い
ろ
ん
な
こ
と
ば
　
全
6巻

（
ビ
デ
オ
付
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
モ
リ
ー
ゲ
ー
ム
（
2セ

ッ
ト
）

ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
　
～
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て
～
（
C
D
付
）

ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ッ
ク
ス

か
る
た
“
わ
た
し
ん
家
の
食
事
か
ら
”

多
文
化
共
生
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
子
ど
も
と
学
校
文
化

外
国
人
の
子
ど
も
と
日
本
の
教
育

ブ
エ
ノ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
、
ニ
ッ
ポ
ン
―
外
国
人
が
生
き
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
ニ
ッ
ポ
ン
」

多
文
化
保
育
論

乳
幼
児
と
そ
の
家
族
へ
の
早
期
支
援

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
材
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
問
題
」

多
文
化
共
生
社
会
と
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

顔
の
見
え
な
い
定
住
化

「
多
文
化
パ
ワ
ー
」
社
会
ー
多
文
化
共
生
を
超
え
て

ま
ん
が
　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
外
国
人
　
多
文
化
共
生
２
０
の
物
語

世
界
あ
ち
こ
ち
ゆ
か
い
な
家
め
ぐ
り

ト
イ
レ
の
お
か
げ

絵
本
で
育
て
る
情
報
分
析
力

"多
文
化
共
生
社
会
の
保
育
者
  －

 ぶ
つ
か
っ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
"

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
新
・
国
際
人
へ
の
条
件
 

絵
本
　
世
界
の
食
事
①
＜
フ
ラ
ン
ス
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
②
＜
イ
ン
ド
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
③
＜
韓
国
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
④
＜
イ
タ
リ
ア
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑤
＜
メ
キ
シ
コ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑥
＜
ド
イ
ツ
の
ご
は
ん
＞
　

福
音
館
書
店

今
人
舎

今
人
舎

国
土
社

国
土
社

国
土
社

国
土
社

明
石
書
店

解
放
出
版
社

豪
日
交
流
基
金

ポ
プ
ラ
社

ア
ン
ネ
さ
ん
作

デ
ジ
タ
ル
マ
ジ
ッ
ク

滋
賀
県
国
際
協
会

滋
賀
県
国
際
協
会

明
石
書
店

勁
草
書
房

東
京
大
学
出
版
会

ラ
テ
ィ
ー
ナ

学
文
社

北
大
路
書
房

明
石
書
店

現
代
人
文
社

名
古
屋
大
学
出
版
会

明
石
書
店

明
石
書
店

福
音
館
書
店

福
音
館
書
店

一
声
社

北
大
路
書
房

有
斐
閣
選
書

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
C
D

書
籍

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ

絵
本
・
ビ
デ
オ

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

小
中
学
年
以
上

小
低
学
年
以
上

小
低
学
年
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

幼
児
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

中
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
中
学
年
以
上
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化
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0多

文
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0多
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化
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0多

文
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7-
0多

文
化
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0多

文
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0多

文
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67

7-
0多

文
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7-
0多

文
化
69
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71
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文
化
73

7-
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74
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75
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0多

文
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76

7-
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文
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77

7-
0多

文
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78
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79

7-
0多

文
化
80

7-
0多

文
化
81

7-
0多

文
化
82

7-
0多

文
化
83

7-
0多

文
化
84

7-
0多

文
化
85

7-
0多

文
化
86

7-
0多

文
化
87

7-
0多

文
化
88

7-
0多

文
化
89

7-
0多

文
化
90

7-
0多

文
化
91

7-
0多

文
化
92

7-
0多

文
化
93

7-
0多

文
化
94

7-
0多

文
化
95

7-
0多

文
化
93

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑦
＜
ブ
ラ
ジ
ル
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑧
＜
中
国
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑨
＜
タ
イ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑩
＜
ト
ル
コ
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑪
＜
モ
ン
ゴ
ル
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑫
＜
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑬
＜
ベ
ト
ナ
ム
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑭
＜
ス
ペ
イ
ン
の
ご
は
ん
＞
　

絵
本
　
世
界
の
食
事
⑮
＜
ペ
ル
ー
の
ご
は
ん
＞
　

T
he
 W

or
ld
 o
f S

tr
ee
t F

oo
d 
 E
as
y 
qu
ic
k 
m
ea
ls
 to
 c
oo
k 
at
 h
om

e

原
木
の
あ
る
森
　
コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
ま
り
の
物
語

非
識
字
体
験
ゲ
ー
ム
　
「
こ
こ
は
、
何
色
？
」
「
は
じ
め
て
の
お
見
舞
い
」

「
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
」
体
験
ゲ
ー
ム
　
何
が
起
こ
っ
た
？
（
震
災
編
）

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
1巻

　
生
き
る
知
恵

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
2巻

　
人
情

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
3巻

　
損
得
と
運

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
4巻

　
才
能
と
経
験

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
5巻

　
世
の
中

日
本
と
世
界
の
お
も
し
ろ
こ
と
わ
ざ
～
こ
と
わ
ざ
で
文
化
を
比
較
し
よ
う
～
　
第
6巻

　
こ
と
わ
ざ
の
い
ろ
い
ろ

私
も
「
移
動
す
る
子
ど
も
」
だ
っ
た
　
異
な
る
言
語
の
間
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー

在
日
コ
リ
ア
ン
女
性
20
人
の
軌
跡

ぐ
ず
ぐ
ず
言
わ
せ
て
！
　
わ
た
し
ら
の
居
場
所
　
「
わ
た
し
の
こ
と
」
シ
リ
ー
ズ
　
vo
l.2

先
住
民
族
と
E
S
D

続
・
先
住
民
族
と
E
S
D

教
材
『
C
H
A
M
P
U
R
R
E
A
N
D
O
～
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
発
！
多
文
化
共
生
』

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
か
る
た
チ
ャ
ン
プ
レ
ア
ン
ド
　
日
本
語
+英

語
版

３
・
１
１
後
の
多
文
化
家
族
　
未
来
を
拓
く
人
び
と

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
　
思
い
・
制
度
・
展
望

い
つ
だ
っ
て
、
そ
ば
に
い
る
よ
。

未
来
を
つ
く
る
教
育
E
S
D
－
持
続
可
能
な
多
文
化
社
会
を
め
ざ
し
て

異
文
化
間
教
育
―
文
化
間
移
動
と
子
ど
も
の
教
育

言
葉
図
鑑
　
な
ま
え
の
こ
と
ば
と
く
ら
し
の
こ
と
ば
１
　
に
ほ
ん
ご
・
え
い
ご
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
・
ス
ペ
イ
ン
ご

言
葉
図
鑑
　
な
ま
え
の
こ
と
ば
と
く
ら
し
の
こ
と
ば
２
　
に
ほ
ん
ご
・
え
い
ご
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
ご
・
ス
ペ
イ
ン
ご

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
あ
ち
ゃ
ん
奮
闘
記
　
in
 ジ

ャ
パ
ン

異
文
化
理
解
入
門

外
国
人
か
ら
見
た
ニ
ッ
ポ
ン

P
la
yt
im
e

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

農
文
協

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ア
フ
リ
カ
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滋
賀
県
国
際
協
会

滋
賀
県
国
際
協
会

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

学
研
教
育
出
版

く
ろ
し
お
出
版

明
石
書
店

（
財
）神

奈
川
県
国
際
交
流
協
会

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

立
教
大
学
E
S
D
研
究
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

N
P
O
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン
タ
ー

明
石
書
店

（
財
）ア

ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

N
T
T
出
版

明
石
書
店

明
石
書
店

偕
成
社

偕
成
社

文
化
社

平
凡
社

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

O
xf
am

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

教
材
セ
ッ
ト

カ
ル
タ

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

絵
本

絵
本

書
籍

書
籍

書
籍

英
語
絵
本

小
学
4年

以
上

小
学
4年

以
上
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国
際
教
育
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教
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貸
出
教
材
目
録

37
0

37
1

37
2

37
3

37
4

37
5

37
6

37
7

37
8

37
9

38
0

38
1

38
2

38
3

38
4

38
5

38
6

38
7

38
8

38
9

39
0

39
1

39
2

39
3

39
4

39
5

39
6

39
7

39
8

39
9

40
0

40
1

40
2

40
3

40
4

40
5

40
6

7-
0多

文
化
94

7-
0多

文
化
95

7-
0多

文
化
96

7-
0多

文
化
97

7-
1多

文
化
1

7-
1多

文
化
2

7-
1多

文
化
3

7-
1多

文
化
4

7-
1多

文
化
5

7-
1多

文
化
6

7-
1多

文
化
7

8-
0写

真
1

8-
0写

真
2

8-
0写

真
3

8-
0写

真
4

8-
0写

真
5

8-
0写

真
6

8-
0写

真
7

8-
0写

真
8

8-
0写

真
9

8-
0写

真
10

8-
0写

真
11

8-
0写

真
12

8-
0写

真
13

8-
0写

真
14

8-
0写

真
15

8-
0写

真
16

8-
0写

真
17

8-
0写

真
18

8-
0写

真
19

8-
0写

真
20

8-
0写

真
21

8-
0写

真
22

8-
0写

真
23

8-
0写

真
24

8-
0写

真
25

8-
0写

真
26

B
ic
yc
le
s

H
om

e

O
ur
 A
ni
m
al
s

A
t S

ch
oo
l

ア
ニ
ニ
ョ
ハ
シ
ム
ニ
カ
　
素
顔
の
韓
国
　
サ
ワ
デ
リ
カ
ー
　
ほ
ほ
笑
み
の
国
・
タ
イ

ス
ラ
マ
シ
ア
ン
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち

マ
ブ
ハ
イ
　
陽
気
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち

と
な
り
に
生
き
る
外
国
人

国
際
理
解
　
は
じ
め
の
一
歩
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
編

C
ira
nd
a,
C
ira
nd
in
ha

孤
独
な
ツ
バ
メ
た
ち
～
デ
カ
セ
キ
の
子
供
に
生
ま
れ
て
～

百
年
の
愚
行

「
ゴ
ミ
と
宝
石
」
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
モ
ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
子
供
た
ち

イ
ラ
ク
に
生
き
る
　
I l
ov
e 
Ir
aq

IN
D
IA
　
F
ai
rs
&
F
es
tiv
al
s

W
ho
?　

報
道
さ
れ
な
い
ア
フ
ガ
ン
の
素
顔

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
エ
ク
ア
ド
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
エ
チ
オ
ピ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ガ
ー
ナ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ス
タ
リ
カ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
コ
ロ
ン
ビ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ス
リ
ラ
ン
カ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
中
国

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ニ
カ
ラ
グ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ニ
ジ
ェ
ー
ル

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ネ
パ
ー
ル
（
ニ
ッ
キ
ー
）

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ネ
パ
ー
ル
（
プ
ラ
サ
ン
タ
）

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ー

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
キ
ス
タ
ン

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
バ
ヌ
ア
ツ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
パ
ラ
グ
ア
イ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ブ
ル
ガ
リ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ボ
ツ
ワ
ナ

O
xf
am

O
xf
am

O
xf
am

O
xf
am

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
振
興
会

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー

T
O
ブ
ッ
ク
ス

紀
伊
国
屋
書
店

第
三
書
館

国
土
社

学
研

平
和
出
版

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

開
発
教
育
を
考
え
る
会

英
語
絵
本

英
語
絵
本

英
語
絵
本

英
語
絵
本

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

ビ
デ
オ

C
D

C
D

D
V
D

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

書
籍

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

ワ
ー
ク
キ
ッ
ト

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上

小
学
生
以
上
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国
際
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育
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発
教
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貸
出
教
材
目
録

40
7

40
8

40
9

41
0

41
1

41
2

41
3

41
4

41
5

41
6

41
7

41
8

41
9

42
0

42
1

42
2

42
3

42
4

42
5

42
6

42
7

42
8

42
9

43
0

43
1

43
2

43
3

43
4

43
5

43
6

43
7

43
8

43
9

44
0

44
1

44
2

44
3

8-
0写

真
27

8-
0写

真
28

8-
0写

真
29

8-
0写

真
30

8-
0写

真
31

8-
0写

真
32

8-
0写

真
33

8-
0写

真
34

8-
0写

真
35

8-
0写

真
36

8-
0写

真
37

8-
0写

真
38
①
②

8-
0写

真
39

8-
0写

真
40

8-
0写

真
41

8-
0写

真
42

8-
0写

真
43

8-
0写

真
44
①
②

8-
0写

真
45

9-
0メ

デ
ィ
ア
1

9-
0メ

デ
ィ
ア
2

9-
0メ

デ
ィ
ア
3

9-
0メ

デ
ィ
ア
4

9-
0メ

デ
ィ
ア
5

9-
0メ

デ
ィ
ア
6

9-
0メ

デ
ィ
ア
7

9-
0メ

デ
ィ
ア
8

10
-0
子
ど
も
1

10
-0
子
ど
も
2

10
-0
子
ど
も
3

10
-0
子
ど
も
4

10
-0
子
ど
も
5

10
-0
子
ど
も
6

10
-0
子
ど
も
7

10
-0
子
ど
も
8

10
-0
子
ど
も
9

10
-0
子
ど
も
10

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ボ
リ
ビ
ア

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
モ
ル
デ
ィ
ブ

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ラ
オ
ス

地
球
の
仲
間
た
ち
　
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
　
　
ヨ
ル
ダ
ン

地
球
家
族

続
地
球
家
族

地
球
の
食
卓

祝
祭
　
世
界
の
祭
り
・
民
族
・
文
化

地
球
人
記

地
球
人
生
活
記

地
球
家
族
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
版

地
球
家
族
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
版
（
A
4版

）

地
球
家
族
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
版
（
A
3版

）

地
球
の
食
卓
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
（
B
4版

）

M
O
N
O
変
身
図
鑑

写
真
集
「
ギ
フ
ト
」
　
G
IF
T
 to
 c
hi
ld
re
n 
of
 A
ng
ko
r

地
球
の
仲
間
た
ち
　
C
D
-R
om

版

写
真
で
学
ぼ
う
！
　
地
球
の
食
卓
　
学
習
プ
ラ
ン
１
０

地
球
の
ご
は
ん
　
世
界
30
カ
国
80
人
の
い
た
だ
き
ま
す

ニ
ュ
ー
ス
に
耳
を
傾
け
る
　
ブ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
第
1号

攻
撃
を
超
え
て
　
ブ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
第
2号

難
民
　
ブ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
第
3号

イ
ラ
ク
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
第
4号

戦
争
報
道
　
ブ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
第
5号

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
【
入
門
編
】

N
IE
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
10

0例

時
事
問
題
を
教
室
へ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
キ
ス
プ
レ
ス
(無

料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
）

ア
ジ
ア
の
子
ど
も

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
　
5歳

ま
で
生
き
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

こ
ど
も
の
権
利
を
買
わ
な
い
で
-プ

ン
と
ミ
ー
チ
ャ
の
も
の
が
た
り
（
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世
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世
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開
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発
教
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考
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を
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レ
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８
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ボ
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が
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世
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世
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世
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世
界
の
子
ど
も
た
ち
は
今
ー
児
童
労
働

世
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な
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ォ
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ア
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問
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